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第116号

273,215円273,215円 議
長
あ
い
さ
つ

葉山町の予算を家計に例えると・・・葉山町の予算を家計に例えると・・・

91億8,960万円を可決91億8,960万円を可決
平成26年度予算平成26年度予算
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第116号

平成26年度予算平成26年度予算

議
長
あ
い
さ
つ

　

桜
が
満
開
の
中
、
平
成
26

年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

度
は
町
制
90
周
年
と
な
り
、

私
ど
も
議
員
の
任
期
最
終
年

度
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
の
負
託
に
答
え
る

た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

想
い
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
実

現
す
る
仕
上
げ
の
年
度
と
心

得
、
議
員
全
員
が
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
議
会
は
皆
さ
ま
と

と
も
に
あ
り
、
民
意
を
ま
と

め
る
た
め
に
議
員
間
の
討
議

を
活
発
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。
是
非
、
ひ
と
り
で
も
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
そ
の

様
子
を
見
て
い
た
だ
き
、
ご

自
分
の
代
弁
者
で
あ
る
議
員

を
叱
咤
激
励
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
が
、
活
発
な
議
会
運
営
に

つ
な
が
る
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
も
議
会
は
議
決

権
を
行
使
し
、
行
政
と
切
磋

琢
磨
し
て
、
町
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
邁
進
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金
崎

　
ひ
さ

町民一人あたりの予算額91億8,960万円を可決91億8,960万円を可決 273,215円273,215円予算総額177億7,496万円
一般会計

平成26年度　各会計予算規模

町民一人あたりの町税額　16万5,340円
人口　3万3,635人　（平成26年1月1日現在　住民基本台帳人口）

会 　 計 　 名 本年度予算額
一 　 般 　 会 　 計

合 　 　 　 　 計

918,960
387,170
85,407
251,833
134,126
858,536
1,777,496

886,700
386,912
79,801
247,435
122,155
836,303
1,723,003

32,260
258
5,606
4,398
11,971
22,233
54,493

3.6
0.1
7.0
1.8
9.8
2.7
3.2

前年度予算額 比較増減 伸率（％）

国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療
介 護 保 険
下 水 道 事 業
小 　 　 　 計

特
別
会
計

　ローンの返済も減ってきたので、今年は思

い切って家の増改築などのために新たなロー

ンを増やそうと思います。そのため、生活費

は少し控えめにして、貯金の取り崩しを少な

めにしました。

　給料や親からの仕送りは増えませんが、諸

手当が増えたので、医療費や子どもへの仕送

りは去年並みにできそうです。

葉山町の予算を家計に例えると・・・葉山町の予算を家計に例えると・・・
葉山家の年収を500万円と仮定して家計に当てはめてみました。

〈主な内訳〉

町税／55億1,222万円

国庫支出金／8億428万円

町債／6億6,540万円

前年度対比+1,443円

歳  入歳  出

※注　（　　）内は前年度

給　料 諸手当 家　賃
貯金の
取り崩し

親（国）から
の仕送り

家の増改築など
のための借入

303万円
（311万円）

94万円
（86万円）

13万円
（18万円）

28万円
（31万円）

26万円
（27万円）

36万円
（27万円）

124万円
（130万円）

93万円
（93万円）

37万円
（17万円）

31万円
（33万円）

68万円
（71万円）

147万円
（156万円）

合　計
500万円

合　計
500万円

町　税
譲与税・交付金
・国県支出金

使用料手数料
など

基金繰入金 地方交付税 町　債

生活費 医療費 家の増改築ローンの返済
子どもへの
仕送り

その他の
生活費

人件費 扶助費
普通建設
事業費

公債費 繰出金 物件費など

（単位：万円 千円以下四捨五入）

収
入
収
入

支
出
支
出

民生費
33.4%
民生費
33.4%

町税
60.5%
町税

60.5%

地方譲与税
0.7%

地方譲与税
0.7%

各種交付金
4.3%

各種交付金
4.3%

地方交付税
5.3%
地方交付税
5.3%

国庫支出金
8.8%
国庫支出金
8.8%

県支出金
5.1%
県支出金
5.1%

繰入金
2.5%
繰入金
2.5%

町債
7.2%
町債
7.2%

その他
5.6%
その他
5.6%

衛生費
12.3%
衛生費
12.3%

土木費
12.4%
土木費
12.4%

消防費
8.0%
消防費
8.0%

教育費
12.1%
教育費
12.1%

公債費
6.2%
公債費
6.2%

その他
0.4%
その他
0.4%

議会費
1.9%
議会費
1.9%

総務費
11.9%
総務費
11.9%

農林水産業費
0.5%

農林水産業費
0.5%

商工費
0.9%
商工費
0.9%
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第116号

問　

町
長
施
政
方
針
の
中
に
、

財
政
計
画
に
つ
い
て
の
言
及

が
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。

町
長

　施
政
方
針
で
は
言
及

し
て
い
な
い
が
、
各
事
業
計

画
及
び
そ
れ
ら
を
司
る
総
合

計
画
と
整
合
さ
せ
る
実
践
的

な
財
政
計
画
の
策
定
を
目
指

し
て
お
り
、
引
き
続
き
第
四

次
総
合
計
画
に
あ
わ
せ
て
策

定
作
業
を
進
め
て
い
く
。

問

　施
政
方
針
の
「
町
独
自

の
子
育
て
環
境
の
形
成
」
と

は
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
か
。

町
長

　子
ど
も

を
連
れ
て
外
出

し
て
く
れ
る
町

を
推
進
し
て
い

き
た
い
。
今
回

は
公
園
の
整
備

に
力
を
入
れ
た

が
、
子
ど
も
た

ち
が
遊
び
に
い

け
る
場
所
を
創

出
し
て
い
け
れ

畑
中 

由
喜
子

（
い
き
い
き
葉
山
の
会
）

問　

消
費
税
増
税
に
よ
る
町

へ
の
影
響
は
。

総
務
部
長

　一
般
会
計
で
は

約
６
２
０
０
万
円
、
下
水
道

特
別
会
計
で
は
１
千
万
円
位

の
支
出
増
と
試
算
し
て
い
る
。

近
藤

　
昇
一

（
日
本
共
産
党
）

問　

１
月
９
日
の
議
員
懇
談

会
に
お
い
て
、
町
長
か
ら
消

防
指
令
業
務
を
、
既
に
共
同

運
用
さ
れ
て
い
る
横
須
賀
・

ば
と
考
え
て
い
る
。

問

　町
制
90
周
年
、
100
周
年

を
迎
え
る
に
当
り
、
大
き
な

テ
ー
マ
と
し
て
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
町
民
総
合
体
育

館
の
建
設
を
強
く
望
む
が
。

町
長

　東
京
五
輪
を
見
据
え

た
活
動
と
し
て
、
県
と
一
緒

に
取
組
み
を
行
な
う
。
こ
の

町
に
必
要
な
施
設
と
し
て
検

討
す
る
価
値
が
充
分
に
あ
る
。

問

　町
民
生
活
も
念
頭
に
、

国
へ
の
意
見
や
要
望
等
を

し
っ
か
り
行
っ
て
欲
し
い
が
。

町
長

　消
費
税
に
伴
う
歳
出

は
か
な
り
厳
し
い
。
来
年
、

10
％
に
な
れ
ば
さ
ら
な
る
負

担
と
な
る
。
町
と
し
て
し
っ

か
り
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

問

　議
会
で
は
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
の
共
同
化
は
逗
子
市

と
検
討
し
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
が
、
横
須
賀
、
三
浦
と

の
共
同
化
が
予
算
化
さ
れ
た
。

大
変
性
急
な
進
め
方
だ
が
、

将
来
を
左
右
す
る
重
大
な
事

案
で
、
議
会
の
責
任
も
重
い

だ
け
に
納
得
の
い
く
説
明
を
。

町
長

　時
間
が
大
分
拙
速
だ

と
い
う
点
は
全
く
そ
の
と
お

り
だ
と
思
う
。
判
断
が
遅
く

な
っ
た
が
、
今
あ
る
横
須
賀
、

三
浦
に
葉
山
が
参
画
す
る
の

で
、
拙
速
で
あ
り
な
が
ら
も

十
分
な
議
論
が
で
き
た
。

三
浦
の
指
令
台
に
参
加
す
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
、
消
防
広

域
化
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ

プ
と
の
説
明
も
さ
れ
た
。

　今
回
、
横
須
賀
市
・
三
浦

市
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同

化
整
備
予
算
が
、
消
防
広
域

化
を
承
認
す
る
第
一
歩
と
と

ら
え
る
に
は
、
今
回
の
提
案

が
余
り
に
も
唐
突
で
、
短
期

間
で
結
論
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
消
防
広
域
化
が
町
民
の

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
か
伺
う
。

町
長

　広
域
化
を
横
須
賀
・

三
浦
と
議
論
し
た
こ
と
も
、

町
で
検
討
し
た
こ
と
も
な
い
。

問

　資
料
で
は
横
須
賀
か
ら

の
応
援
が
早
く
な
る
と
あ
る

が
、
年
間
７
件
で
あ
る
、
逗

子
か
ら
の
応
援
は
年
間
38
件

で
あ
る
。
逗
子
と
の
関
係
は
。

町
長

　逗
子
市
と
は
、
人
的

効
果
が
生
ま
れ
ず
、
指
令
台

機
種
も
相
違
し
て
お
り
調
整

が
困
難
で
昨
年
８
月
に
見
送

る
検
討
結
果
と
な
っ
た
。

鈴
木

　
道
子

（
公
明
党
）

問　

町
税
・
国
民
健
康
保
険

料
な
ど
の
収
納
率
向
上
に
つ

い
て
、
対
応
策
を
伺
う
。

町
長

　役
場
窓
口
で
の
ペ
イ

ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
や
、
徴
収
専
門
の

職
員
を
配
置
す
る
。

問

　ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
イ

ン
グ
に
よ
る
事
業
予
算
確
保

の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

町
長

　鎌
倉
市
の
事
例
な
ど

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問

　レ
セ
プ
ト
・
健
康
情
報

活
用
で
医
療
費
適
正
化
策
を
。

町
長

　国
保
中
央
会
構
築
の

デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
保
健
指
導
に
活
用
す
る
。

問

　予
算
案
概
要
書
を
各
戸

配
布
で
き
な
い
の
か
。

町
長

　今
後
の
課
題
だ
。

問

　消
防
団
の
処
遇
改
善
は
。

町
長

　設
備
整
備
等
を
す
る
。

問

　教
育
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
「
読
書
通
帳
」
や
「
雑

誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」
の
導

入
の
考
え
は
な
い
の
か
。

教
育
長

　充
分
に
検
討
す
る
。

問

　町
政
90
周
年
を
記
念
し
、

健
康
施
策
実
施
の
考
え
は
。

町
長

　健
康
増
進
を
来
年
度

の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

平成26年度予算平成26年度予算

マンホール設置工事マンホール設置工事

待
寺

　
真
司

（
無
所
属
）

窪
田

　
美
樹

（
日
本
共
産
党
）

問　

認
可
外
保
育
施
設
保
育

料
補
助
金
は
、
対
象
者
が
多

け
れ
ば
予
算
を
増
や
す
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

　公
平
性
を

考
え
て
検
討
す
る
。

問

　マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
挙

げ
て
い
る
小
児
医
療
費
助
成

事
業
の
所
得
制
限
撤
廃
を
検

討
す
べ
き
。

町
長

　医
療
・
福
祉
費
が
安

定
ま
た
は
下
が
る
状
況
が
あ

れ
ば
手
厚
く
し
て
い
く
。

問

　小
学
校
空
調
設
置
を
４

校
の
全
教
室
同
時
に
行
う
こ

と
を
大
変
評
価
す
る
が
、
当

初
の
説
明
と
計
上
予
算
が
か

な
り
増
え
て
い
る
要
因
は
。

町
長

　受
変
電
設
備
に
多
額

な
費
用
が
か
か
る
。

問

　国
民
健
康
保
険
料
の
負

担
軽
減
は
健
診
を
受
け
病
気

の
早
期
発
見
で
医
療
費
抑
制

や
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
し
か
な
い
と
思
う
が
。

町
長

　上
が
る
傾
向
の
保
険

料
を
抑
え
る
の
が
課
題
だ
。

問

　整
備
面
積
も
予
算
も
増

え
た
下
水
道
事
業
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
と
の
整
合
性
は
。

町
長

　来
年
度
分
の
面
整
備

を
前
倒
し
で
行
う
た
め
だ
。

平成26年度予算
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平成26年度予算

予算審査風景予算審査風景

福祉文化会館「エントランスホール」福祉文化会館「エントランスホール」

守
屋

　
亘
弘

（
無
所
属
）

問　

平
成
26
年
度
中
に
、
当

町
は
町
制
施
行
90
周
年
の
記

念
す
べ
き
時
を
迎
え
る
。

　こ
の
際
、
ま
ず
は
災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

注
力
す
べ
き
で
、
現
行
の
当

町
消
防
力
の
整
備
指
針
で
は

消
防
本
部
職
員
の
充
足
率
が

42
・
３
％
で
県
下
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
だ
。
な
ぜ
指
揮
車
も
は

し
ご
車
も
保
有
し
て
い
な
い

の
か
。
近
い
将
来
、
巨
大
地

震
が
発
生
す
る
と
懸
念
さ
れ

て
い
る
の
に
、
現
行
の
体
制

で
は
明
ら
か
に
不
備
で
は
な

い
の
か
。

町
長

　災
害
に
強
く
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
消
防

救
急
体
制
の
充
実
に
向
け
、

消
防
･
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

横
須
賀
市
・
三
浦
市
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
運
用

横
山 

す
み
子

（
新
葉
ク
ラ
ブ
）

問　

ご
み
戸
別
収
集
関
連
の

全
予
算
を
伺
う
。
戸
別
収
集

関
連
の
総
予
算
を
予
算
特
別

委
員
会
で
配
っ
て
ほ
し
い
。

戸
別
収
集
開
始
は
、
そ
の
全

経
費
、メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
町
民
に
示
し
是
非
を
問

う
べ
き
。

町
長

　予
算
で
は
清
掃
総
務

費
は
約
3
億
１
５
０
０
万
円
、

全
体
で
前
年
度
よ
り
450
万
円

減
。
歳
入
で
は
資
源
売
り
渡

し
の
収
入
は
720
万
円
減
。
歳

出
で
は
新
た
な
歳
出
が
４
０

４
０
万
円
発
生
す
る
が
、
業

務
員
の
減
員
や
ご
み
減
量
で

約
４
９
２
０
万
円
の
減
額
が

見
込
ま
れ
る
。

土
佐  

洋
子

（
み
ん
な
の
葉
山
）

問　

戸
別
収
集
導
入
当
初
の

運
搬
作
業
に
従
事
の
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
支
給
は
本
当

に
10
カ
月
限
定
に
す
る
の
か
。

長
塚 

か
お
る

（
無
所
属
）

問　

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴

う
消
費
税
交
付
金
の
用
途
は
。

町
長

　増
収
見
込
み
額
は
約

４
７
０
０
万
円
で
社
会
保
障

施
策
に
充
当
。

問

　財
政
の
自
立
性
確
保
の

取
り
組
み
は
。

町
長

　町
税
等
の
収
納
率
向

上
と
人
件
費
の
定
率
削
減
を

実
施
。
町
債
残
高
の
削
減
。

問

　公
共
建
築
物
の
整
備
は
。

町
長

　公
共
施
設
白
書
に
基

づ
き
保
全
計
画
を
策
定
予
定
。

財
政
的
な
こ
と
は
総
合
計
画

に
織
り
込
み
た
い
。

問

　子
育
て
環
境
の
充
実
化

に
お
い
て
葉
山
ら
し
さ
と
は
。

町
長

　児
童
館
６
館
と
青
少

年
会
館
や
、
公
園
の
環
境
整

備
を
す
す
め
、
子
ど
も
の
声

が
響
く
よ
う
な
町
に
し
た
い
。

に
よ
り
、
高
機
能
指
令
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
迅
速
な
応
援
体

制
を
確
立
し
、
消
防
力
を
強

化
す
る
。
指
揮
車
は
保
有
し

て
い
る
。
は
し
ご
車
は
横
須

賀
市
、
逗
子
市
に
頼
る
と
い

う
前
提
だ
。

予算審議総括質問予算審議総括質問
こんな点が気がかりこんな点が気がかり

質問者の提出原稿を基に編集しています

町
長

　導
入
当
初
は
職
員
の

体
に
負
担
が
か
か
り
課
題
と

な
る
。
特
殊
性
を
考
慮
し
た
。

問

　海
の
家
の
営
業
時
間
は
。

町
長

　21
時
ま
で
で
調
整
。

問

　海
水
浴
場
警
備
委
託
は
。

都
市
経
済
部
長

　11
〜
21
時
。

問

　新
規
事
業
の
徐
行
エ
リ

ア
表
示
ブ
イ
設
置
委
託
と
は
。

町
長

　水
上
オ
ー
ト
バ
イ
の
、

海
岸
付
近
で
の
抑
制
を
考
え
、

二
重
の
ブ
イ
を
設
置
す
る
。

問

　平
成
26
年
度
中
に
国
有

地
に
設
置
を
す
る
認
可
保
育

園
の
予
定
は
順
調
か
。

保
険
福
祉
部
長

　国
が
26
年

度
初
旬
に
既
存
の
建
物
を
解

体
す
る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。

問

　消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共

同
化
で
、
か
つ
て
３
市
１
町

で
協
議
さ
れ
て
い
た
と
き
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
。

町
長

　全
て
ク
リ
ア
さ
れ
た
。

問

　防
災
対
策
に
大
雪
対
策

も
入
れ
る
べ
き
。

町
長

　メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含

め
て
協
議
し
方
針
を
定
め
る
。

問

　教
育
環
境
の
充
実
化
は
。

教
育
長

　小
学
校
の
空
調
設

備
工
事
や
ト
イ
レ
改
修
予
算

を
計
上
。
放
課
後
子
ど
も
の

居
場
所
事
業
の
充
実
や
安
全

面
と
し
て
防
球
ネ
ッ
ト
は
今

後
の
重
点
課
題
。
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
春
休
み
の

算
数
教
室
な
ど
で
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
の
対
策
を
継
続
。

　
2
月
19
日
・
20
日
、

26
年
度
予
算
に
対
し
9

人
の
議
員
が
総
括
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

問

　町
民
の
方
か
ら
、
ご
み

処
理
問
題
に
つ
い
て
、
正
式

な
審
議
会
を
設
置
し
討
議
す

べ
き
と
い
う
ご
提
案
を
い
た

だ
い
た
。
鎌
倉
市
で
は
、
専

門
家
等
も
加
わ
り
、
審
議
会

で
議
論
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長

　職
員
だ
け
で
な
く
、

第
三
者
的
な
機
関
も
必
要
だ
。

現
在
は
検
討
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
が
、
貴
重
な
ご
意
見
と

考
え
る
。
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問　

町
長
施
政
方
針
の
中
に
、

財
政
計
画
に
つ
い
て
の
言
及

が
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。

町
長

　施
政
方
針
で
は
言
及

し
て
い
な
い
が
、
各
事
業
計

画
及
び
そ
れ
ら
を
司
る
総
合

計
画
と
整
合
さ
せ
る
実
践
的

な
財
政
計
画
の
策
定
を
目
指

し
て
お
り
、
引
き
続
き
第
四

次
総
合
計
画
に
あ
わ
せ
て
策

定
作
業
を
進
め
て
い
く
。

問

　施
政
方
針
の
「
町
独
自

の
子
育
て
環
境
の
形
成
」
と

は
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
か
。

町
長

　子
ど
も

を
連
れ
て
外
出

し
て
く
れ
る
町

を
推
進
し
て
い

き
た
い
。
今
回

は
公
園
の
整
備

に
力
を
入
れ
た

が
、
子
ど
も
た

ち
が
遊
び
に
い

け
る
場
所
を
創

出
し
て
い
け
れ

畑
中 

由
喜
子

（
い
き
い
き
葉
山
の
会
）

問　

消
費
税
増
税
に
よ
る
町

へ
の
影
響
は
。

総
務
部
長

　一
般
会
計
で
は

約
６
２
０
０
万
円
、
下
水
道

特
別
会
計
で
は
１
千
万
円
位

の
支
出
増
と
試
算
し
て
い
る
。

近
藤

　
昇
一

（
日
本
共
産
党
）

問　

１
月
９
日
の
議
員
懇
談

会
に
お
い
て
、
町
長
か
ら
消

防
指
令
業
務
を
、
既
に
共
同

運
用
さ
れ
て
い
る
横
須
賀
・

ば
と
考
え
て
い
る
。

問

　町
制
90
周
年
、
100
周
年

を
迎
え
る
に
当
り
、
大
き
な

テ
ー
マ
と
し
て
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
町
民
総
合
体
育

館
の
建
設
を
強
く
望
む
が
。

町
長

　東
京
五
輪
を
見
据
え

た
活
動
と
し
て
、
県
と
一
緒

に
取
組
み
を
行
な
う
。
こ
の

町
に
必
要
な
施
設
と
し
て
検

討
す
る
価
値
が
充
分
に
あ
る
。

問

　町
民
生
活
も
念
頭
に
、

国
へ
の
意
見
や
要
望
等
を

し
っ
か
り
行
っ
て
欲
し
い
が
。

町
長

　消
費
税
に
伴
う
歳
出

は
か
な
り
厳
し
い
。
来
年
、

10
％
に
な
れ
ば
さ
ら
な
る
負

担
と
な
る
。
町
と
し
て
し
っ

か
り
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

問

　議
会
で
は
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
の
共
同
化
は
逗
子
市

と
検
討
し
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
が
、
横
須
賀
、
三
浦
と

の
共
同
化
が
予
算
化
さ
れ
た
。

大
変
性
急
な
進
め
方
だ
が
、

将
来
を
左
右
す
る
重
大
な
事

案
で
、
議
会
の
責
任
も
重
い

だ
け
に
納
得
の
い
く
説
明
を
。

町
長

　時
間
が
大
分
拙
速
だ

と
い
う
点
は
全
く
そ
の
と
お

り
だ
と
思
う
。
判
断
が
遅
く

な
っ
た
が
、
今
あ
る
横
須
賀
、

三
浦
に
葉
山
が
参
画
す
る
の

で
、
拙
速
で
あ
り
な
が
ら
も

十
分
な
議
論
が
で
き
た
。

三
浦
の
指
令
台
に
参
加
す
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
、
消
防
広

域
化
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ

プ
と
の
説
明
も
さ
れ
た
。

　今
回
、
横
須
賀
市
・
三
浦

市
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同

化
整
備
予
算
が
、
消
防
広
域

化
を
承
認
す
る
第
一
歩
と
と

ら
え
る
に
は
、
今
回
の
提
案

が
余
り
に
も
唐
突
で
、
短
期

間
で
結
論
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
消
防
広
域
化
が
町
民
の

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
か
伺
う
。

町
長

　広
域
化
を
横
須
賀
・

三
浦
と
議
論
し
た
こ
と
も
、

町
で
検
討
し
た
こ
と
も
な
い
。

問

　資
料
で
は
横
須
賀
か
ら

の
応
援
が
早
く
な
る
と
あ
る

が
、
年
間
７
件
で
あ
る
、
逗

子
か
ら
の
応
援
は
年
間
38
件

で
あ
る
。
逗
子
と
の
関
係
は
。

町
長

　逗
子
市
と
は
、
人
的

効
果
が
生
ま
れ
ず
、
指
令
台

機
種
も
相
違
し
て
お
り
調
整

が
困
難
で
昨
年
８
月
に
見
送

る
検
討
結
果
と
な
っ
た
。

鈴
木

　
道
子

（
公
明
党
）

問　

町
税
・
国
民
健
康
保
険

料
な
ど
の
収
納
率
向
上
に
つ

い
て
、
対
応
策
を
伺
う
。

町
長

　役
場
窓
口
で
の
ペ
イ

ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
や
、
徴
収
専
門
の

職
員
を
配
置
す
る
。

問

　ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
イ

ン
グ
に
よ
る
事
業
予
算
確
保

の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

町
長

　鎌
倉
市
の
事
例
な
ど

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問

　レ
セ
プ
ト
・
健
康
情
報

活
用
で
医
療
費
適
正
化
策
を
。

町
長

　国
保
中
央
会
構
築
の

デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
保
健
指
導
に
活
用
す
る
。

問

　予
算
案
概
要
書
を
各
戸

配
布
で
き
な
い
の
か
。

町
長

　今
後
の
課
題
だ
。

問

　消
防
団
の
処
遇
改
善
は
。

町
長

　設
備
整
備
等
を
す
る
。

問

　教
育
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
「
読
書
通
帳
」
や
「
雑

誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」
の
導

入
の
考
え
は
な
い
の
か
。

教
育
長

　充
分
に
検
討
す
る
。

問

　町
政
90
周
年
を
記
念
し
、

健
康
施
策
実
施
の
考
え
は
。

町
長

　健
康
増
進
を
来
年
度

の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

平成26年度予算平成26年度予算

マンホール設置工事マンホール設置工事

待
寺

　
真
司

（
無
所
属
）

窪
田

　
美
樹

（
日
本
共
産
党
）

問　

認
可
外
保
育
施
設
保
育

料
補
助
金
は
、
対
象
者
が
多

け
れ
ば
予
算
を
増
や
す
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

　公
平
性
を

考
え
て
検
討
す
る
。

問

　マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
挙

げ
て
い
る
小
児
医
療
費
助
成

事
業
の
所
得
制
限
撤
廃
を
検

討
す
べ
き
。

町
長

　医
療
・
福
祉
費
が
安

定
ま
た
は
下
が
る
状
況
が
あ

れ
ば
手
厚
く
し
て
い
く
。

問

　小
学
校
空
調
設
置
を
４

校
の
全
教
室
同
時
に
行
う
こ

と
を
大
変
評
価
す
る
が
、
当

初
の
説
明
と
計
上
予
算
が
か

な
り
増
え
て
い
る
要
因
は
。

町
長

　受
変
電
設
備
に
多
額

な
費
用
が
か
か
る
。

問

　国
民
健
康
保
険
料
の
負

担
軽
減
は
健
診
を
受
け
病
気

の
早
期
発
見
で
医
療
費
抑
制

や
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
し
か
な
い
と
思
う
が
。

町
長

　上
が
る
傾
向
の
保
険

料
を
抑
え
る
の
が
課
題
だ
。

問

　整
備
面
積
も
予
算
も
増

え
た
下
水
道
事
業
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
と
の
整
合
性
は
。

町
長

　来
年
度
分
の
面
整
備

を
前
倒
し
で
行
う
た
め
だ
。
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本会議における平成26年度の予算審議結果
鈴木道子・長塚かおる・守屋亘弘・田中孝男・畑中由喜子・土佐洋子・

横山すみ子・窪田美樹の各議員が討論を行いました。

主な討論内容主な討論内容

各会計別予算審議の結果各会計別予算審議の結果

賛 成賛 成 反 対反 対
一般会計

・臨時財政対策債を前年度より増やしている  
 （長塚）

・消防救急無線デジタル化、消防指令センター共
同化は多くの命を助けることに繋がる

 （長塚・土佐・横山）
・認定保育園の新規設置 （土佐・鈴木）
・Web119に期待 （土佐）
・ごみの戸別収集と資源回収による減量化計画の

推進 （窪田）
・保育士処遇改善臨時特例補助の継続 （窪田）
・小学校4校同時に空調設備設置工事の実施
 （窪田・横山）
・認可外施設保育料補助制度の設置 （横山）
・妊産婦健診補助金の増額 （鈴木）
・津波避難誘導路面ステッカーの設置 （鈴木）
・緊急通報システム事業を介護保険特別会計事業

に移行し内容も充実 （鈴木）

国民健康保険
・その他一般会計からの繰り入れと基金からの繰

り入れも行った （畑中・土佐）

介護保険
・認定調査60件分を委託事業にした （畑中）
・人件費を400万円減額 （守屋）

下水道事業
・将来像を持って進めてもらいたい （長塚）
・来年度ポンプ場耐震工事予定であるため、事業

の前倒しを理解 （土佐）

一般会計
・消防指令センター共同化についてメリット・デ

メリットが明確ではない （守屋）
・ごみの戸別収集に向け町民の混乱を招かないよ

うな最大限の努力をすべき （畑中）
・消防指令センター共同化は議会・町民への十分

な説明がされていない （畑中）
・消防指令センター共同化に参加するかどうか決

まっていないのに予算が計上されている（田中）

国民健康保険
・基金からの繰り入れは被保険者の積み上げたも

のであり保険料の根本的な負担軽減にはならな
い （窪田）

・逗子市との格差是正に努めるべき （守屋）
後期高齢者

・制度そのものに反対 （畑中・窪田・守屋）
介護保険

・緊急通報システム事業が移行されたことによる
保険料の引き上げを懸念 （窪田）

下水道事業
・8.3ha面整備を行うとしているが過去の国からの

補助額を見ると70％に止まる可能性があり事業
が行えない （田中）

・供用開始区域の未接続宅に対する接続への積極
的な方策が示されていない （田中）

・全体計画の見直しを早く行い、市街化調整区域
の合併浄化槽による整備をいかに進めるか見極
める必要がある （畑中）

・25年度は7haでも工事費がかかる部分をやり、
26年度は27年度分の工事を前倒しで行うという
が、町長のマニフェストと合致しない （窪田）

・未だ下水道施設処理能力が明確になっていない  
　 （守屋）

可
決

◎一般会計 …………………………………………… 賛成多数により

◎国民健康保険特別会計 …………………………… 賛成多数により

◎後期高齢者医療特別会計 ………………………… 賛成多数により

◎介護保険特別会計 ………………………………… 賛成多数により

◎下水道事業特別会計 ……………………………… 賛成多数により

平成26年度予算
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1

　平
成
24
年
12
月
14
日
決

議
第
1
号
「
議
案
第
41
号

葉
山
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
対
す
る

附
帯
決
議
」
を
受
け
た
今

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

畑
中
由
喜
子
予
算
特
別
委
員

長
の
も
と
、
中
村
文
彦
副
委

員
長
、
鈴
木
道
子
、
長
塚
か

お
る
、
笠
原
俊
一
、
横
山
す

み
子
、
窪
田
美
樹
の
各
委
員

が
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
2
月
21
日
に
は
横
須
賀

市
・
三
浦
市
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
現
地
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
27
日
ま
で
の
5
日

間
に
わ
た
り
、
関
係
部
課
長

等
の
出
席
を
求
め
、
説
明
及

び
提
出
資
料
に
よ
り
、
細
部

に
わ
た
り
慎
重
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
審
査
最
終
日
の
3
月
4
日

に
は
町
長
及
び
教
育
長
に
出

席
を
求
め
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

町
長
質
問
事
項

町
長
質
問
事
項

　
「
議
案
第
45
号

　
平
成
26

年
度
葉
山
町
一
般
会
計
予

算
」
に
つ
い
て
は
、
全
会
一

致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
、

　
「
議
案

審

　
査

　
結

　
果 

審

　
査

　
結

　
果 

1

　認
可
外
保
育
施
設
保
育

料
補
助
は
当
面
継
続
す
べ

き
で
あ
る
。

2

　「葉
山
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
対

す
る
附
帯
決
議
」
の
趣
旨

を
尊
重
し
た
防
災
対
策
と

す
べ
き
で
あ
る
。

3

　横
須
賀
市
・
三
浦
市
と

の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共

同
化
の
課
題
に
つ
い
て
、

町
民
に
対
し
丁
寧
な
説
明

を
す
べ
き
で
あ
る
。

4

　南
郷
地
区
活
性
化
事
業

へ
の
基
本
的
取
組
み
姿
勢

を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

指

　
　
　
摘

指

　
　
　
摘

1

　戸
別
収
集
実
施
後
に
検

証
を
行
い
施
策
に
反
映
す

る
こ
と
。

2

　Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
相
談
し

や
す
い
体
制
を
充
実
す
る

こ
と
。

3

　図
書
館
来
館
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
学
習
室

で
電
源
の
使
用
が
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

意

　
　
　
見

意

　
　
　
見

1

　障
害
者
タ
ク
シ
ー
券
交

付
事
業
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
意
見
を
尊
重
し
、

対
応
さ
れ
た
い
。

2

　高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
対
象
年
齢
の

引
き
下
げ
を
検
討
さ
れ
た

い
。

3

　葉
山
ふ
る
さ
と
ひ
ろ
ば

実
施
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

26
年
度
の
額
を
維
持
さ
れ

た
い
。

4

　緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

対
象
枠
の
拡

大
を
検
討
さ

れ
た
い
。

5

　妊
婦
健
康

診
査
補
助
の

さ
ら
な
る
拡

充
を
図
ら
れ

た
い
。

6
　住
宅
リ
フ

　ォ
ー
ム
資
金

助
成
事
業
の

さ
ら
な
る
拡

充
を
図
ら
れ

要

　
　
　
望

要

　
　
　
望

後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

2

　横
須
賀
市
・
三
浦
市
と

の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共

同
化
に
つ
い
て

3

　臨
時
財
政
対
策
債
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て

4

　汚
水
処
理
施
設
へ
の
一

般
財
源
の
投
入
と
下
水
道

認
可
区
域
に
つ
い
て

5

　南
郷
地
区
活
性
化
事
業

へ
の
町
の
取
組
み
姿
勢
に

つ
い
て

6

　海
水
浴
場
開
設
事
業
の

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

7

　介
護
認
定
調
査
に
係
る

人
員
配
置
等
に
つ
い
て

8

　下
水
道
審
議
会
答
申
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て

9

　下
水
道
の
面
整
備
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て

第
46
号

　
平
成
26
年
度
葉
山

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
」、「
議
案
第
47
号

　
平

成
26
年
度
葉
山
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
」、

「
議
案
第
48
号

　
平
成
26
年

度
葉
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
」
及
び
「
議
案
第
49

号

　
平
成
26
年
度
葉
山
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
」

に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
、
そ
れ
ぞ
れ
決

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
案
第
45
号
に
つ

い
て
は
、
原
案
可
決
後
、「
横

須
賀
市
・
三
浦
市
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
共
同
化
」
に
係
る

予
算
の
執
行
凍
結
を
求
め
る

「
議
案
第
45
号

　
平
成
26
年

度
葉
山
町
一
般
会
計
予
算
に

対
す
る
附
帯
決
議
」
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
審
査
の
中
で
議
論

さ
れ
、
特
に
抽
出
さ
れ
た
指

摘
、
要
望
及
び
意
見
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

5

　戸
別
収
集
開
始
に
伴
う

高
齢
者
へ
の
対
応
策
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

　た
い
。

7

　汚
水
処
理
施
設
の
将
来

に
関
し
て
、
地
域
住
民
と

早
急
に
話
し
合
い
を
進
め

ら
れ
た
い
。
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本会議における平成26年度の予算審議結果
鈴木道子・長塚かおる・守屋亘弘・田中孝男・畑中由喜子・土佐洋子・

横山すみ子・窪田美樹の各議員が討論を行いました。

主な討論内容主な討論内容

各会計別予算審議の結果各会計別予算審議の結果

賛 成賛 成 反 対反 対
一般会計

・臨時財政対策債を前年度より増やしている  
 （長塚）

・消防救急無線デジタル化、消防指令センター共
同化は多くの命を助けることに繋がる

 （長塚・土佐・横山）
・認定保育園の新規設置 （土佐・鈴木）
・Web119に期待 （土佐）
・ごみの戸別収集と資源回収による減量化計画の

推進 （窪田）
・保育士処遇改善臨時特例補助の継続 （窪田）
・小学校4校同時に空調設備設置工事の実施
 （窪田・横山）
・認可外施設保育料補助制度の設置 （横山）
・妊産婦健診補助金の増額 （鈴木）
・津波避難誘導路面ステッカーの設置 （鈴木）
・緊急通報システム事業を介護保険特別会計事業

に移行し内容も充実 （鈴木）

国民健康保険
・その他一般会計からの繰り入れと基金からの繰

り入れも行った （畑中・土佐）

介護保険
・認定調査60件分を委託事業にした （畑中）
・人件費を400万円減額 （守屋）

下水道事業
・将来像を持って進めてもらいたい （長塚）
・来年度ポンプ場耐震工事予定であるため、事業

の前倒しを理解 （土佐）

一般会計
・消防指令センター共同化についてメリット・デ

メリットが明確ではない （守屋）
・ごみの戸別収集に向け町民の混乱を招かないよ

うな最大限の努力をすべき （畑中）
・消防指令センター共同化は議会・町民への十分

な説明がされていない （畑中）
・消防指令センター共同化に参加するかどうか決

まっていないのに予算が計上されている（田中）

国民健康保険
・基金からの繰り入れは被保険者の積み上げたも

のであり保険料の根本的な負担軽減にはならな
い （窪田）

・逗子市との格差是正に努めるべき （守屋）
後期高齢者

・制度そのものに反対 （畑中・窪田・守屋）
介護保険

・緊急通報システム事業が移行されたことによる
保険料の引き上げを懸念 （窪田）

下水道事業
・8.3ha面整備を行うとしているが過去の国からの

補助額を見ると70％に止まる可能性があり事業
が行えない （田中）

・供用開始区域の未接続宅に対する接続への積極
的な方策が示されていない （田中）

・全体計画の見直しを早く行い、市街化調整区域
の合併浄化槽による整備をいかに進めるか見極
める必要がある （畑中）

・25年度は7haでも工事費がかかる部分をやり、
26年度は27年度分の工事を前倒しで行うという
が、町長のマニフェストと合致しない （窪田）

・未だ下水道施設処理能力が明確になっていない  
　 （守屋）

可
決

◎一般会計 …………………………………………… 賛成多数により

◎国民健康保険特別会計 …………………………… 賛成多数により

◎後期高齢者医療特別会計 ………………………… 賛成多数により

◎介護保険特別会計 ………………………………… 賛成多数により

◎下水道事業特別会計 ……………………………… 賛成多数により



葉山町一般会計予算に対する附帯決議

横須賀市・三浦市消防指令センター共同化に関する
調査特別委員会の設置に関する決議

　『横須賀市・三浦市消防指令センター共同化』は、町民の生命・財産を守る重要な問題でありながら、パブリッ
クコメントは行われず、かつ、議会で十分に調査検討する時間が確保されないまま関係予算が提案された。また、
予算特別委員会での町長質問において町長から「横須賀市・三浦市消防指令センター共同化が決定（協議会参加
の議案が可決）するまで、関係予算は執行しない」旨の答弁があった。よって、本件に係るすべての経費は、協
議会への参加が決定するまでの間、当該予算の執行の凍結を求める。

反対討論
・近隣自治体との今後の良好な関係構築に水を差すべきではない。附帯決議を通せば、また葉山町が土壇場で脱
退するのでは、との不安を与えてしまう。予算を通したにもかかわらず附帯決議で予算の執行を阻害することに
なる。予算委員会の場で町長は協議会に入るまで予算を執行しないと明言している。（待寺）
・予算委員会の中で町長に協議会の議案が決定されるまでは使わないと確認している。町長の答えに疑念があり
附帯決議を付けるのであれば附帯決議ラッシュになる。（横山）
・6月議会に協議会の議案が出てくれば議論の機会はある。附帯決議は町長に対する不信任ではとの懸念だと思っ
ている。町民のためにも高機能をもった指令台が使えることが良い。（笠原）
・予算特別委員会の指摘にも町民に対し丁寧な説明をすべきと付記されている。6 月の議会で議論もできる。附
帯決議は意思表明を意味するものにすぎず法的なものではない。この附帯決議は屋上屋を重ねるものだ。（鈴木）

賛成討論
・なぜ町民に対して説明もなく予算化したのか。町民からの疑問を解決するまで執行させない議会意思として必
要だ。過去、下水道で予算の使い方に問題があった。議会の立場で明確な意思表示をすべき。（近藤）
・町民に対して説明不十分。議会議決を経て 6 月に補正予算を組み議会議決を得るのがまっとうな方法だ。そ
うすればパブリックコメントも終了しているだろう。（守屋）
・高機能指令台の共同運用は横須賀市・三浦市としかできないわけではない。他の可能性もある。また協議会参
加の可否は議会の議決事項で現在は議案はまだ出ていない。これから十分な議論がされることを町民に対して担
保されるべきだ。態度表明がこの附帯決議だと思う。（田中）

採決の結果⇒賛成少数で否決

反対討論
・この事案については総務建設常任委員会において継続して調査することになっており、新たに特別委員会を設
置する必要はない。再度の議員懇談会も予定されている。（待寺）
・総務建設常任委員会が継続審査願いを出した。その委員会委員も署名議員として賛同しているのは矛盾をきた
すのではないか。委員会で調査することも意義は同じ。(笠原 )

「附帯決議」とは・・・
　議会又は委員会における審議の対象である事件の議決にあたり、その事件（今回の場合、一般会計予算）に
ついて付随的に附けられる意見又は要望の決議。

賛成討論
・町の提案にかかわる問題でパブリックコメントも行われていない。議会で十分な審議時間が確保されないまま
予算化された。協議会参加は議決事項であり議会の責任は重い。全議員で構成する特別委員会を設置し慎重な
審査調査が必要。（畑中）
・委員会での審査ではなく全員での審査も必要。脱退の可否も分からず多くの疑問も出てくる。（窪田）
・陳情案件は委員会の継続審査としているが、議員懇談会の続きで全員で協議すべきとする意見が多数だった。
逗子との連携、葉山単独等の比較も不十分だ。資料も出されていない。ごみ広域化のときの議論と重なっている。
今後、特別委員会が設置されなければ議員懇談会で討論されるべきだ。（守屋）

採決の結果⇒賛成少数で否決
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こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

　第
１
回
定
例
会
は
、２
月
13
日
か
ら
3
月
17
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。一
般
質
問
は

12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、当
面
す
る
行
政
課
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。議
案
は
葉
山
町
一

般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、条
例
等
24
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　積
立
金（
７
５
０
０
万
円
）、

発
達
障
害
児
童
支
援
推
進
事

業
（
732
万
円
）、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
控
え
等

予
防
接
種
の
件
数
が
見
込
み

を
下
回
っ
た
た
め
（
△
１
５

０
０
万
円
）、
児
童
手
当
の

支
給
件
数
が
見
込
み
を
下

回
っ
た
た
め
（
△
４
１
０
９

万
円
）、
入
所
児
童
委
託
事

業
（
１
０
９
０
万
円
）、
各

種
検
診
事
業
（
450
万
円
）、等
。

◎
葉
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　一
般
被
保
険
者
高
額
療
養

費
支
給
事
業
（
771
万
円
）、

予
算
外
の
支
出
等
に
充
て
る

た
め
の
経
費
（
△
3
9
2
8

万
円
）
等
。

◎
平
成
25
年
度
葉
山
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の

保
険
給
付
費
に
要
す
る
経
費

（
347
万
円
）
等
。

◎
葉
山
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　政
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
消
防
法
の

規
定
に
基
づ
く
審
査
等
の
手

数
料
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
葉
山
町
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
を

葉
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
受
け

入
れ
る
に
あ
た
り
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。
本
町
が

設
置
す
る
、
し
尿
及
び
浄
化

槽
汚
泥
を
公
共
下
水
道
に
投

入
す
る
た
め
の
除
外
施
設
の

設
置
等
を
要
し
な
い
こ
と
と

し
た
。

◎
葉
山
町
一
般
会
計
予
算
に

対
す
る
附
帯
決
議

　予
算
特
別
委
員
会
に
お
け

る
町
長
へ
の
質
問
に
お
い
て

「
横
須
賀
市
・
三
浦
市
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
化
が
決

定
す
る
ま
で
は
、
関
係
予
算

は
執
行
し
な
い
」
と
い
う
答

弁
が
あ
っ
た
。
窪
田
美
樹
議

員
が
「
横
須
賀
市
・
三
浦
市
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
化
」

に
係
る
す
べ
て
の
経
費
を
協

議
会
に
参
加
が
決
定
す
る
ま

で
凍
結
す
る
こ
と
を
求
め
て

提
案
し
た
が
、
賛
成
少
数
に

よ
り
否
決
さ
れ
た
。

◎
葉
山
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　一
般
廃
棄
物
の
全
町
で
の

戸
別
収
集
の
導
入
に
あ
た
り
、

導
入
当
初
に
お
け
る
作
業
の

特
殊
性
を
考
慮
し
、
導
入
か

ら
10
カ
月
の
間
に
限
り
戸
別

収
集
運
搬
作
業
に
従
事
し
た

職
員
に
対
し
、
特
殊
手
当
を

支
給
す
る
条
例
。

　こ
の
議
案
は
全
会
一
致
で

否
決
し
た
。

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　６
月
か
ら
始
ま
る
戸
別
収

集
の
た
め
、
折
り
た
た
み
式

コ
ン
テ
ナ
大
と
小
を
そ
れ
ぞ

れ
1
5
0
0
個
づ
つ
、
乾
電

池
用
コ
ン
テ
ナ
を
500
個
取
得

す
る
（
１
１
９
８
万
円
）。

◎
葉
山
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　保
険
料
の
賦
課
額
に
お
い

て
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦

課
額
に
係
る
賦
課
限
度
額
を

14
万
円
か
ら
16
万
円
に
、
介

護
納
付
金
賦
課
額
に
係
る
賦

課
限
度
額
を
12
万
円
か
ら
14

万
円
に
引
き
上
げ
、
保
険
料

の
軽
減
措
置
対
象
を
拡
大
す

る
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　前
教
育
委
員
会
委
員
の
豊

田
茂
紀
氏
の
任
期
が
満
了
し

た
こ
と
に
伴
い
、﨤
町
和
久

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
全
会

一
致
で
同
意
し
た
。

◎
葉
山
町
議
会
議
員
の
報
酬

に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
係

る
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　本
町
議
会
は
、
地
方
自
治
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そ
り
ま
ち

法
100
条
の
２
の
規
定
に
よ
り

「
葉
山
町
議
会
議
員
の
報
酬

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
10
月
31
日
ま
で
山
梨
学

院
大
学
・
法
学
部
政
治
行
政

学
科
教
授
・
江
藤
俊
昭
氏
に

調
査
を
依
頼
す
る
。

　議
会
議
案
第
１
号
と
し
て

決
定
し
た
。

◎
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　不
在
だ
っ
た
副
町
長
に
３

月
末
ま
で
議
会
事
務
局
長
を

務
め
た
山
本
孝
幸
氏
の
選
任

に
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

◎
横
須
賀
市
・
三
浦
市
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
化
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
に
関
す
る
決
議

　近
藤
昇
一
議
員
が
町
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
重
要
な

問
題
で
あ
る
横
須
賀
市
・
三

浦
市
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共

同
化
に
つ
い
て
、
審
査
及
び

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
提

出
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
た
。

資源ステーション用コンテナ資源ステーション用コンテナ



葉山町一般会計予算に対する附帯決議

横須賀市・三浦市消防指令センター共同化に関する
調査特別委員会の設置に関する決議

　『横須賀市・三浦市消防指令センター共同化』は、町民の生命・財産を守る重要な問題でありながら、パブリッ
クコメントは行われず、かつ、議会で十分に調査検討する時間が確保されないまま関係予算が提案された。また、
予算特別委員会での町長質問において町長から「横須賀市・三浦市消防指令センター共同化が決定（協議会参加
の議案が可決）するまで、関係予算は執行しない」旨の答弁があった。よって、本件に係るすべての経費は、協
議会への参加が決定するまでの間、当該予算の執行の凍結を求める。

反対討論
・近隣自治体との今後の良好な関係構築に水を差すべきではない。附帯決議を通せば、また葉山町が土壇場で脱
退するのでは、との不安を与えてしまう。予算を通したにもかかわらず附帯決議で予算の執行を阻害することに
なる。予算委員会の場で町長は協議会に入るまで予算を執行しないと明言している。（待寺）
・予算委員会の中で町長に協議会の議案が決定されるまでは使わないと確認している。町長の答えに疑念があり
附帯決議を付けるのであれば附帯決議ラッシュになる。（横山）
・6月議会に協議会の議案が出てくれば議論の機会はある。附帯決議は町長に対する不信任ではとの懸念だと思っ
ている。町民のためにも高機能をもった指令台が使えることが良い。（笠原）
・予算特別委員会の指摘にも町民に対し丁寧な説明をすべきと付記されている。6 月の議会で議論もできる。附
帯決議は意思表明を意味するものにすぎず法的なものではない。この附帯決議は屋上屋を重ねるものだ。（鈴木）

賛成討論
・なぜ町民に対して説明もなく予算化したのか。町民からの疑問を解決するまで執行させない議会意思として必
要だ。過去、下水道で予算の使い方に問題があった。議会の立場で明確な意思表示をすべき。（近藤）
・町民に対して説明不十分。議会議決を経て 6 月に補正予算を組み議会議決を得るのがまっとうな方法だ。そ
うすればパブリックコメントも終了しているだろう。（守屋）
・高機能指令台の共同運用は横須賀市・三浦市としかできないわけではない。他の可能性もある。また協議会参
加の可否は議会の議決事項で現在は議案はまだ出ていない。これから十分な議論がされることを町民に対して担
保されるべきだ。態度表明がこの附帯決議だと思う。（田中）

採決の結果⇒賛成少数で否決

反対討論
・この事案については総務建設常任委員会において継続して調査することになっており、新たに特別委員会を設
置する必要はない。再度の議員懇談会も予定されている。（待寺）
・総務建設常任委員会が継続審査願いを出した。その委員会委員も署名議員として賛同しているのは矛盾をきた
すのではないか。委員会で調査することも意義は同じ。(笠原 )

「附帯決議」とは・・・
　議会又は委員会における審議の対象である事件の議決にあたり、その事件（今回の場合、一般会計予算）に
ついて付随的に附けられる意見又は要望の決議。

賛成討論
・町の提案にかかわる問題でパブリックコメントも行われていない。議会で十分な審議時間が確保されないまま
予算化された。協議会参加は議決事項であり議会の責任は重い。全議員で構成する特別委員会を設置し慎重な
審査調査が必要。（畑中）
・委員会での審査ではなく全員での審査も必要。脱退の可否も分からず多くの疑問も出てくる。（窪田）
・陳情案件は委員会の継続審査としているが、議員懇談会の続きで全員で協議すべきとする意見が多数だった。
逗子との連携、葉山単独等の比較も不十分だ。資料も出されていない。ごみ広域化のときの議論と重なっている。
今後、特別委員会が設置されなければ議員懇談会で討論されるべきだ。（守屋）

採決の結果⇒賛成少数で否決
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表 決 結 果表 決 結 果

◎は提案者　　○は賛成　　×は反対

◎
○
討
論

×

×

討
論

××○
討
論

××○
討
論

×

討
論

××

○
討
論

○
××××○

討
論

×××退
場

×

討
論

×

討
論

結

　

　

　果

平成26年度葉山町後期高齢者医療特別会計

予算

〔平成 26年議会第１回定例会〕

議員氏名 (議席順）

議案・意見・陳情等

金

崎

近

藤

窪

田

横

山

笠

原

荒

井

土

佐

畑

中

中

村

田

中

守

屋

待

寺

長

塚

鈴

木

ひ

さ

昇

一

美

樹

す
み
子

俊

一

直

彦

洋

子

由
喜
子

文

彦

孝

男

亘

弘

真

司

か
お
る

道

子

○
○
討
論

○
討
論

○○
○
討
論

×

討
論

○

×

討
論

×

討
論

○
○
討
論

○
討
論

×

×

討
論

○
討
論

○○
○
討
論

○
討
論

○○

×

討
論

○
○
討
論

○
討
論

平成26年度葉山町一般会計予算

平成26年度葉山町介護保険特別会計予算

平成26年度葉山町下水道事業特別会計予算

葉山町手数料条例の一部を改正する条例

葉山町下水道条例の一部を改正する条例

葉山一色宅地計画に関する陳情書

平成26年度葉山町国民健康保険特別会計

予算

議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
可
否
同
数
の
と
き
の
み
議
長
が
決
し
ま
す
。

×

×

討
論

○
討
論

○○
○
討
論

×

討
論

○○

×

討
論

○
○
討
論

○
討
論

×

×

討
論

○
討
論

○○
○
討
論

○
討
論

○○
○
討
論

○
○
討
論

○
討
論

×

×

討
論

○
討
論

○○
○
討
論

×

討
論

○

×

討
論

×

討
論

○
○
討
論

○
討
論

○○欠
席○○○○○○○○○○

○○欠
席○○○○○○○○○○

○○欠
席○○○○○○○○○○

○
討
論

◎

×

討
論

×

討
論

○

×

○

×○
討
論

○
討
論

×

討
論

×

×

討
論

×××××××××

×

討
論

×××

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

否 決

可 決

否 決

否 決

不 採 択

葉山町職員の特殊勤務手当に関する条例の

一部を改正する条例

財産の取得について

（資源ステーション用コンテナ）

議案第45号平成26年度葉山町一般会計

予算に対する附帯決議

表 決 結 果

横須賀市・三浦市消防指令センター共同化に

関する調査特別委員会の設置に関する決議
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第116号

議
会
活
動
日
誌

　第
４
回
定
例
会
終
了
以
降
、
第
１
回
定
例
会
終
了

ま
で
の
活
動
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

 
12
月

17
日 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

18
日 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

19
日 

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　

 

栃
木
県
那
須
町
議
会 

 

視
察
来
庁

24
日 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

議
会
運
営
委
員
会

25
日 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

１
月

８
日 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

９
日 

議
員
懇
談
会

14
日 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

23
日 

静
岡
県
長
泉
町
議
会 

 
 

視
察
来
庁

29
日 

群
馬
県
榛
東
村
議
会

　
　

 

視
察
来
庁

30
日 

茨
城
県
県
東
市
議
会
議

 

長
会
視
察
来
庁

 

２
月

４
日 

議
員
懇
談
会

 

長
野
県
原
村
議
会

　
　

 

視
察
来
庁

７
日 

議
会
運
営
委
員
会

13
日 

本
会
議
（
定
例
会
）

19
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　

 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

20
日 

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　

 

予
算
特
別
委
員
会

21
日 

予
算
特
別
委
員
会

24
日 

予
算
特
別
委
員
会

25
日 

予
算
特
別
委
員
会

26
日 

予
算
特
別
委
員
会

27
日 

予
算
特
別
委
員
会

 

３
月

２
日 

議
会
運
営
委
員
会

３
日 

総
合
計
画
特
別
委
員
会

　
　

 

議
員
懇
談
会

４
日 

予
算
特
別
委
員
会

５
日 

議
会
運
営
委
員
会

６
日 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

７
日 

全
員
協
議
会

 

総
務
建
設
常
任
委
員
会

12
日 

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　

 

議
会
運
営
委
員
会

13
日 

本
会
議
（
定
例
会
）

14
日 

本
会
議
（
定
例
会
）

17
日 

本
会
議
（
定
例
会
）

議会第１回定例会
議 案 名 結　果

議 会 活 動議 会 活 動

平成25年度葉山町一般会計補正予算（第９号）

平成25年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成25年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第３号）

教育委員会委員の任命について

葉山町国民健康保険条例の一部を改正する条例

副町長の選任について

「議案第49号　平成26年度葉山町下水道事業特別会計予算」訂正の件

水上バイクの乗り入れ禁止及びバーベキュー禁止に関する陳情書

横須賀市及び三浦市との関係修復に至急取り組むよう求める陳情書

国民健康保険への国庫負担増額を求める意見書提出についての陳情書

可決

可決

可決

同意

可決

同意

許可

可決

可決

採択

趣旨了承

採択

葉山町議会議員の報酬に関する専門的事項に係る調査を依頼すること
について
国民健康保険の国庫負担金等減額措置の廃止及び国庫負担率の引上げ
を求める意見書

〔全会一致の可決議案等〕
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表 決 結 果表 決 結 果

◎は提案者　　○は賛成　　×は反対

◎
○
討
論

×

×

討
論

××○
討
論

××○
討
論

×

討
論

××

○
討
論

○

××××○
討
論

×××退
場

×

討
論

×

討
論

結

　

　

　果

平成26年度葉山町後期高齢者医療特別会計

予算

〔平成 26年議会第１回定例会〕

議員氏名 (議席順）

議案・意見・陳情等

金

崎

近

藤

窪

田

横

山

笠

原

荒

井

土

佐

畑

中

中

村

田

中

守

屋

待

寺

長

塚

鈴

木

ひ

さ

昇

一

美

樹

す
み
子

俊

一

直

彦

洋

子

由
喜
子

文

彦

孝

男

亘

弘

真

司

か
お
る

道

子

○
○
討
論

○
討
論

○○
○
討
論

×
討
論

○

×

討
論

×

討
論

○
○
討
論

○
討
論

×

×

討
論

○
討
論

○○
○
討
論

○
討
論

○○

×

討
論

○
○
討
論

○
討
論

平成26年度葉山町一般会計予算

平成26年度葉山町介護保険特別会計予算

平成26年度葉山町下水道事業特別会計予算

葉山町手数料条例の一部を改正する条例

葉山町下水道条例の一部を改正する条例

葉山一色宅地計画に関する陳情書

平成26年度葉山町国民健康保険特別会計

予算

議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
可
否
同
数
の
と
き
の
み
議
長
が
決
し
ま
す
。

×

×

討
論

○
討
論

○○
○
討
論

×

討
論

○○

×

討
論

○
○
討
論

○
討
論

×

×

討
論

○
討
論

○○
○
討
論

○
討
論

○○
○
討
論

○
○
討
論

○
討
論

×

×

討
論

○
討
論

○○
○
討
論

×

討
論

○

×

討
論

×

討
論

○
○
討
論

○
討
論

○○欠
席○○○○○○○○○○

○○欠
席○○○○○○○○○○

○○欠
席○○○○○○○○○○

○
討
論

◎

×

討
論

×

討
論

○

×

○

×○
討
論

○
討
論

×

討
論

×

×

討
論

×××××××××

×

討
論

×××

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

否 決

可 決

否 決

否 決

不 採 択

葉山町職員の特殊勤務手当に関する条例の

一部を改正する条例

財産の取得について

（資源ステーション用コンテナ）

議案第45号平成26年度葉山町一般会計

予算に対する附帯決議

表 決 結 果

横須賀市・三浦市消防指令センター共同化に

関する調査特別委員会の設置に関する決議
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補正予算質疑

問

　ご
み
処
理
広
域
化
協
議

会
離
脱
に
か
か
わ
る
損
害
賠

償
請
求
訴
訟
の
判
決
確
定
に

伴
う
裁
判
費
用
の
総
額
は
。

答

　着
手
金
を
含
め
１
６
８

５
万
円
。

問

　賠
償
金
に
関
し
て
、
前

町
長
に
請
求
す
べ
き
と
の
声

も
あ
る
が
検
討
し
た
の
か
。

答

　弁
護
士
と
協
議
し
た
。

勝
訴
の
可
能
性
も
低
く
、
新

た
な
経
費
も
か
か
る
。
ま
た
、

町
が
町
民
に
対
し
訴
訟
を
起

こ
す
こ
と
は
抵
抗
が
あ
る
。

３
月
の
全
員
協
議
会
に
顧
問

弁
護
士
が
出
席
す
る
と
い
う
。

議
会
に
も
判
断
し
て
も
ら
い

た
い
。

問

　弁
護
士
報
酬
、
996
万
円

の
根
拠
は
。

答

　旧
横
浜
弁
護
士
会
の
規

定
で
あ
る
。
担
当
弁
護
士
が

顧
問
弁
護
士
で
あ
り
町
と
協

議
の
上
、
30
％
減
と
し
た
。

問

　ふ
る
さ
と
納
税
の
扱
い

は
。 議

案
に
対
す
る
本
会
議
で
の
質
疑

議
案
に
対
す
る
本
会
議
で
の
質
疑

一
般
会
計
補
正
予
算

条

例

改

正

歳入歳出予算の総額 （千円以下四捨五入、単位：万円）

答

　指
定
寄
付
の
扱
い
も
で

き
る
。

問

　幼
稚
園
の
就
園
奨
励
補

助
費
の
過
払
い
返
納
金
は
。

答

　全
額
返
納
さ
れ
る
と
163

万
円
で
あ
る
。

問

　こ
れ
ま
で
の
返
納
額
は
。

答

　18
人
よ
り
計
97
万
円
。

未
納
は
11
人
66
万
円
。

問

　子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

補
助
事
業
に
関
し
、
町
の
責

任
と
今
後
は
。

答

　町
で
不
具
合
は
発
生
し

て
い
な
い
。
補
償
等
は
町
の

役
割
と
責
任
を
調
査
す
る
。

今
後
も
補
助
事
業
を
継
続
す

る
。

問

　児
童
手
当
の
多
額
な
更

正
減
の
理
由
は
。

答

　所
得
制
限
世
帯
数
が
見

込
み
と
大
き
く
異
な
り
、
延

べ
３
千
人
と
な
っ
た
。

問

　入
所
児
童
委
託
事
業
費

の
１
千
万
円
増
の
中
身
は
。

答

　転
入
等
に
よ
る
町
外
施

設
入
園
児
童
が
８
人
で
、
運

営
費
補
助
金
も
含
む
。

問

　公
共
公
益
設
備
整
備
基

金
に
７
８
０
０
万
円
積
み
増

し
た
が
、
財
政
調
整
基
金
で

は
な
い
。
今
後
ど
の
よ
う
な

考
え
で
公
共
公
益
設
備
整
備

基
金
を
積
み
増
す
の
か
。

答

　策
定
中
の
公
共
施
設
白

書
が
完
成
次
第
、
具
体
的
計

 

● 

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問

　し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥

を
葉
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
受
け

入
れ
に
伴
い
除
害
施
設
の
設

置
を
要
さ
な
い
と
い
う
が
、

除
害
施
設
と
は
何
か
。

答

　排
出
水
の
規
制
基
準
に

適
合
さ
せ
る
た
め
の
施
設
で
、

直
接
投
入
に
よ
り
不
用
と
な

り
、
こ
の
施
設
に
関
し
て
は

条
例
に
よ
り
設
置
し
な
い
こ

と
と
し
た
。

 

● 

町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問

　導
入
か
ら
10
カ
月
に
限

っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答

　業
務
に
精
通
す
る
ま
で

の
期
間
と
し
た
。

問

　１
日
３
時
間
45
分
の
勤

務
、
日
額
400
円
の
根
拠
は
。

答

　半
日
以
上
勤
務
し
た
者
、

400
円
は
他
市
と
の
事
例
か
ら
。

問

　戸
別
収
集
実
施
に
あ
た

り
車
両
も
人
も
増
や
さ
な
い
、

と
い
う
話
だ
っ
た
が
。

答

　人
件
費
総
額
は
増
額
し

て
い
な
い
。
作
業
の
特
殊
性

と
期
間
を
限
定
し
て
い
る
。

問

　本
件
を
認
め
な
い
と
組

合
は
協
力
し
な
い
と
し
て
い

る
の
か
。

答

　組
合
と
交
渉
を
経
た
上
、

労
働
の
特
殊
性
を
加
味
し
手

当
て
は
必
要
と
考
え
る
。

 

● 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問

　限
度
額
を
引
き
上
げ
、

軽
減
措
置
対
象
を
広
げ
る
と

し
て
い
る
が
、
町
と
し
て
の

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
は
。

答

　町
の
負
担
額
は
変
わ
ら

な
い
。

問

　付
加
限
度
額
が
上
が
る

と
、
何
世
帯
が
影
響
を
受
け

る
の
か
。

答

　800
世
帯
か
ら
600
世
帯
に

な
る
。

画
を
作
成
す
る
。
そ
の
際
、

当
該
基
金
が
必
要
と
な
る
。

問

　部
署
に
よ
り
電
気
料
金

や
水
道
料
の
値
上
げ
に
伴
っ

た
補
正
予
算
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
が
。

答

　当
初
予
算
に
盛
り
込
ん

だ
部
署
と
盛
り
込
ん
で
い
な

い
部
署
が
あ
っ
た
。
補
正
を

組
ま
な
い
努
力
を
し
て
い
く
。

919,166

407,450

82,541

251,752

123,144

864,888

1,784,053

5,250

331

―

4

―

335

5,585

924,416

407,781

82,541

251,756

123,144

865,223

1,789,638
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介 護 保 険

下 水 道 事 業

小 　 　 　 計
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総
務
建
設

葉
山
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

　

条
例
の
要
旨
は
次
の
通
り

で
す
。

　一
般
廃
棄
物
の
全
町
で
の

戸
別
収
集
の
導
入
に
当
た
り
、

導
入
当
初
に
お
け
る
作
業
の

特
殊
性
等
を
考
慮
し
、
導
入

か
ら
10
カ
月
の
間
に
限
り
、

１
日
３
時
間
45
分
以
上
勤
務

し
た
職
員
で
、
戸
別
収
集
運

搬
作
業
に
従
事
し
た
者
に
対

し
、
日
額
400
円
の
特
殊
勤
務

手
当
を
支
給
す
る
も
の
。
審

査
は
、
委
員
間
の
自
由
闊
達

な
討
議
を
行
う
た
め
、
論
点

を
整
理
さ
れ
「
戸
別
収
集
導

入
当
初
に
お
け
る
特
殊
勤
務

手
当
の
支
給
の
是
非
」
に
絞

ら
れ
ま
し
た
。
担
当
課
か
ら

は
、「
ご
み
の
戸
別
収
集
導

入
時
に
お
け
る
特
殊
性
に
つ

い
て
は
身
体
的
負
荷
、
土
地

情
報
の
収
集
、
狭
あ
い
道
路

に
お
け
る
車
両
操
作
上
の
負

荷
、
分
別
方
法
の
変
更
に
伴

う
各
家
庭
へ
の
周
知
活
動
な

ど
の
業
務
負
荷
。
ま
た
戸
別

収
集
を
開
始
後
、
３
カ
月
後

を
目
途
に
検
証
を
行
う
予
定

で
あ
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
収

集
方
式
の
変
更
に
よ
り
、
導

入
時
に
負
荷
が
増
え
る
の
は

町
民
も
同
様
で
あ
り
、
職
員

に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

は
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
」、「
特
殊
勤
務
と
い
う
性

質
上
、
導
入
当
初
に
支
給
す

る
手
当
で
は
な
く
、
繁
忙
期

や
季
節
に
よ
る
業
務
負
荷
の

特
殊
事
情
を
考
慮
し
て
支
給

す
る
手
当
と
し
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
車

両
の
運
転
を
し
な
い
と
い
う

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
職
員

と
同
様
の
作
業
を
行
う
ア
ル

バ
イ
ト
員
に
対
し
て
何
ら
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は

納
得
で
き
な
い
」
と
の
意
見

が
大
勢
を
占
め
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
な
し
に
よ
り
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
禁

止
及
び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁
止

に
関
す
る
陳
情
書

　

　陳
情
の
要
旨
は
次
の
通
り

で
す
。

　関
係
部
課
長
等
に
出
席
を

求
め
逗
子
市
の
動
向
を
踏
ま

え
た
町
の
現
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
陳

情
提
出
者
の
意
見
陳
述
の
機

会
を
設
け
審
査
を
行
い
ま
し

た
。　陳

情
の
要
旨
は
、今
夏（
25

年
）
も
、
小
浜
海
岸
で
は
例

年
同
様
に
水
上
バ
イ
ク
の
利

用
者
が
多
く
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
行
い
飲
酒
し
て
い
る
。

　鎌
倉
市
で
は
、
既
に
水
上

バ
イ
ク
を
規
制
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

逗
子
市
は
来
年
（
26
年
）
か

ら
条
例
を
厳
し
い
も
の
と
す

べ
く
準
備
を
し
て
い
る
。
近

隣
自
治
体
で
禁
止
さ
れ
た
水

上
バ
イ
ク
が
小
浜
海
岸
に
乗

り
入
れ
れ
ば
、
事
故
の
危
険

性
が
増
す
な
ど
大
変
な
事
態

と
な
る
。
住
み
良
い
町
を
維

持
す
る
た
め
、
近
隣
自
治
体

と
同
様
に
本
町
に
お
い
て
も

水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
等

の
規
制
を
求
め
て
い
る
も
の

で
す
。

　陳
情
提
出
者
か
ら
説
明
を

受
け
、
陳
情
の
願
意
は
「
小

浜
海
岸
に
限
ら
ず
、
葉
山
の

海
岸
で
一
律
に
水
上
バ
イ
ク

の
乗
り
入
れ
と
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
禁
止
を
求
め
て
い

る
の
で
は
な
く
、
秩
序
が
保

た
れ
る
よ
う
住
民
と
利
用
者

と
の
間
に
調
和
の
あ
る
ル
ー

ル
を
策
定
し
、
そ
の
ル
ー
ル

に
基
づ
き
安
全
で
快
適
な
海

岸
環
境
の
確
立
を
求
め
て
い

る
」
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　審
査
で
は
、「
逗
子
市
で
は
、

安
全
で
快
適
な
逗
子
海
水
浴

場
の
確
保
に
関
す
る
条
例
を

改
正
し
、
砂
浜
で
の
飲
酒
及

び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
禁
止
や
、

水
上
バ
イ
ク
に
関
し
て
は
安

全
水
域
の
拡
大
と
徐
行
区
域

等
の
表
示
の
明
確
化
な
ど
、

厳
し
い
措
置
を
講
ず
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
神
奈
川
県

に
お
い
て
も
海
水
浴
場
の
あ

る
12
市
町
と
協
議
の
場
を
設

け
、
飲
酒
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

の
規
制
の
是
非
の
ほ
か
、
水

上
バ
イ
ク
の
利
用
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
際
の
ル
ー
ル
づ
く

り
も
論
議
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
規
制

や
ル
ー
ル
づ
く
り
は
、
海
水

浴
場
開
設
期
間
に
お
け
る
海

水
浴
場
区
域
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
年
間
を
通
し
て
海
岸

を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　本
町
で
は
海
水
浴
場
が
開

設
さ
れ
な
い
海
岸
を
擁
す
る

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
は
多
い
が
、
何
ら

か
の
ル
ー
ル
づ
く
り
は
必
要

で
あ
る
。
多
摩
川
緑
地
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
広
場
の
例
な
ど
を

研
究
す
る
と
と
も
に
、
近
隣

自
治
体
や
県
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
全
面
禁
止
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
区
域
を
限
る

な
ど
、
行
政
だ
け
で
な
く
住

民
や
事
業
者
と
知
恵
を
絞
り
、

解
決
策
を
探
る
べ
き
で
あ

る
」
と
の
意
見
で
一
致
し
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
に

よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

横
須
賀
市
及
び
三
浦
市
と
の

関
係
修
復
に
至
急
取
り
組
む

よ
う
求
め
る
陳
情
書　

　
「
横
須
賀
市
及
び
三
浦
市

と
の
関
係
修
復
に
至
急
取
り

組
む
よ
う
求
め
る
陳
情
書
」

の
要
旨
は
、
横
須
賀
・
三
浦

両
市
と
の
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
が
最
高
裁
に
お
い
て
上
告

棄
却
と
な
り
判
決
が
確
定
し

た
。こ
れ
で
町
長
の
い
う「
訴

訟
は
地
域
連
携
や
ご
み
処
理

施
策
の
推
進
に
お
い
て
、
前

町
長
か
ら
引
き
継
い
だ
最
大

の
足
か
せ
」
が
取
れ
た
こ
と

に
な
る
。
葉
山
町
の
よ
う
な

小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て
、

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
特
に
、

防
災
、
ご
み
処
理
、
医
療
等

の
分
野
で
は
町
単
独
で
の
整

備
充
実
は
不
可
能
で
あ
る
。

今
後
、
近
隣
自
治
体
と
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
く
に
せ

よ
、
先
ず
横
須
賀
・
三
浦
両

市
と
の
不
幸
な
関
係
に
け
じ

め
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
関
係
修
復
の
た
め
に

は
町
長
が
両
市
長
に
会
い
、

誠
意
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る

が
、
議
会
と
し
て
も
、
両
市

と
の
関
係
修
復
の
意
思
を
明

確
に
示
し
た
う
え
で
、
総
力

を
挙
げ
て
町
長
の
取
組
を
支

援
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　委
員
の
総
意
と
し
て
「
近

隣
自
治
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
は
当
町
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
関
係

の
修
復
を
議
会
と
し
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
は
総
論
と
し

て
問
題
な
い
こ
と
で
あ
る
」

と
の
意
見
で
ま
と
ま
り
、
全

会
一
致
に
よ
り
趣
旨
了
承
す

べ
き
も
の
と
決
し
、
委
員
か

ら
は
、
町
長
は
両
市
と
の
関

係
修
復
に
は
誠
意
を
も
っ
て

あ
た
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し

ま
す
。

葉
山
一
色
宅
地
計
画
に
関
す

る
陳
情
書

　
「
葉
山
一
色
宅
地
計
画
に

関
す
る
陳
情
書
」
は
、
葉
山

町
一
色
字
平
１
１
３
４
番
の

一
部
ほ
か
５
筆
の
一
色
宅
地

開
発
に
伴
い
、
不
動
産
業
者

等
は
３
３
０
０
０
㎡
以
上
の

土
地
を
分
割
し
、
ま
ち
づ
く

り
条
例
施
行
規
則
で
事
業
者

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
公

園
の
設
置
を
逃
れ
て
い
る
疑

い
が
あ
る
。「
自
然
や
景
観

を
保
護
し
、
現
状
の
樹
林
等

を
保
存
、
緑
の
復
元
及
び
緑

地
の
増
大
を
図
る
」
よ
う
勧

告
す
る
こ
と
。
開
発
事
業
が

原
因
と
思
わ
れ
る
近
隣
住
民

の
敷
地
内
と
道
路
か
ら
の
出

水
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
適

切
な
土
木
工
事
が
必
要
。
葉

山
町
に
対
し
、
車
両
の
通
り

抜
け
を
防
止
し
、
子
ど
も
や

歩
行
者
等
の
安
全
性
を
確
保

す
る
処
置
を
取
る
べ
く
勧
告

す
る
こ
と
。

　以
上
、
４
点
を
議
会
に
求

め
て
い
る
も
の
で
、
委
員
か

ら
「
陳
情
の
趣
旨
に
不
明
点

が
多
い
。
当
該
土
地
は
適
正

な
管
理
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

安
全
上
の
問
題
も
あ
る
。
道

路
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
町
内
会
で
話
し
合
わ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
」、「
職

員
は
、
条
例
で
可
能
な
限
り

の
指
導
を
業
者
に
行
っ
て
お

り
、
町
民
に
対
し
て
も
、
で

き
る
限
り
の
対
応
は
し
て
い

る
」、「
町
は
条
例
に
則
り
適

切
に
処
理
し
て
お
り
、
あ
と

は
県
の
判
断
を
待
つ
状
態
で

あ
る
」
と
の
不
採
択
を
求
め

る
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長

　土
佐
洋
子

戸別収集戸別収集

戸別収集作業戸別収集作業
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総
務
建
設

葉
山
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

　

条
例
の
要
旨
は
次
の
通
り

で
す
。

　一
般
廃
棄
物
の
全
町
で
の

戸
別
収
集
の
導
入
に
当
た
り
、

導
入
当
初
に
お
け
る
作
業
の

特
殊
性
等
を
考
慮
し
、
導
入

か
ら
10
カ
月
の
間
に
限
り
、

１
日
３
時
間
45
分
以
上
勤
務

し
た
職
員
で
、
戸
別
収
集
運

搬
作
業
に
従
事
し
た
者
に
対

し
、
日
額
400
円
の
特
殊
勤
務

手
当
を
支
給
す
る
も
の
。
審

査
は
、
委
員
間
の
自
由
闊
達

な
討
議
を
行
う
た
め
、
論
点

を
整
理
さ
れ
「
戸
別
収
集
導

入
当
初
に
お
け
る
特
殊
勤
務

手
当
の
支
給
の
是
非
」
に
絞

ら
れ
ま
し
た
。
担
当
課
か
ら

は
、「
ご
み
の
戸
別
収
集
導

入
時
に
お
け
る
特
殊
性
に
つ

い
て
は
身
体
的
負
荷
、
土
地

情
報
の
収
集
、
狭
あ
い
道
路

に
お
け
る
車
両
操
作
上
の
負

荷
、
分
別
方
法
の
変
更
に
伴

う
各
家
庭
へ
の
周
知
活
動
な

ど
の
業
務
負
荷
。
ま
た
戸
別

収
集
を
開
始
後
、
３
カ
月
後

を
目
途
に
検
証
を
行
う
予
定

で
あ
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
収

集
方
式
の
変
更
に
よ
り
、
導

入
時
に
負
荷
が
増
え
る
の
は

町
民
も
同
様
で
あ
り
、
職
員

に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

は
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
」、「
特
殊
勤
務
と
い
う
性

質
上
、
導
入
当
初
に
支
給
す

る
手
当
で
は
な
く
、
繁
忙
期

や
季
節
に
よ
る
業
務
負
荷
の

特
殊
事
情
を
考
慮
し
て
支
給

す
る
手
当
と
し
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
車

両
の
運
転
を
し
な
い
と
い
う

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
職
員

と
同
様
の
作
業
を
行
う
ア
ル

バ
イ
ト
員
に
対
し
て
何
ら
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は

納
得
で
き
な
い
」
と
の
意
見

が
大
勢
を
占
め
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
な
し
に
よ
り
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
禁

止
及
び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁
止

に
関
す
る
陳
情
書

　

　陳
情
の
要
旨
は
次
の
通
り

で
す
。

　関
係
部
課
長
等
に
出
席
を

求
め
逗
子
市
の
動
向
を
踏
ま

え
た
町
の
現
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
陳

情
提
出
者
の
意
見
陳
述
の
機

会
を
設
け
審
査
を
行
い
ま
し

た
。　陳

情
の
要
旨
は
、今
夏（
25

年
）
も
、
小
浜
海
岸
で
は
例

年
同
様
に
水
上
バ
イ
ク
の
利

用
者
が
多
く
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
行
い
飲
酒
し
て
い
る
。

　鎌
倉
市
で
は
、
既
に
水
上

バ
イ
ク
を
規
制
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

逗
子
市
は
来
年
（
26
年
）
か

ら
条
例
を
厳
し
い
も
の
と
す

べ
く
準
備
を
し
て
い
る
。
近

隣
自
治
体
で
禁
止
さ
れ
た
水

上
バ
イ
ク
が
小
浜
海
岸
に
乗

り
入
れ
れ
ば
、
事
故
の
危
険

性
が
増
す
な
ど
大
変
な
事
態

と
な
る
。
住
み
良
い
町
を
維

持
す
る
た
め
、
近
隣
自
治
体

と
同
様
に
本
町
に
お
い
て
も

水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
等

の
規
制
を
求
め
て
い
る
も
の

で
す
。

　陳
情
提
出
者
か
ら
説
明
を

受
け
、
陳
情
の
願
意
は
「
小

浜
海
岸
に
限
ら
ず
、
葉
山
の

海
岸
で
一
律
に
水
上
バ
イ
ク

の
乗
り
入
れ
と
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
禁
止
を
求
め
て
い

る
の
で
は
な
く
、
秩
序
が
保

た
れ
る
よ
う
住
民
と
利
用
者

と
の
間
に
調
和
の
あ
る
ル
ー

ル
を
策
定
し
、
そ
の
ル
ー
ル

に
基
づ
き
安
全
で
快
適
な
海

岸
環
境
の
確
立
を
求
め
て
い

る
」
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　審
査
で
は
、「
逗
子
市
で
は
、

安
全
で
快
適
な
逗
子
海
水
浴

場
の
確
保
に
関
す
る
条
例
を

改
正
し
、
砂
浜
で
の
飲
酒
及

び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
禁
止
や
、

水
上
バ
イ
ク
に
関
し
て
は
安

全
水
域
の
拡
大
と
徐
行
区
域

等
の
表
示
の
明
確
化
な
ど
、

厳
し
い
措
置
を
講
ず
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
神
奈
川
県

に
お
い
て
も
海
水
浴
場
の
あ

る
12
市
町
と
協
議
の
場
を
設

け
、
飲
酒
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

の
規
制
の
是
非
の
ほ
か
、
水

上
バ
イ
ク
の
利
用
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
際
の
ル
ー
ル
づ
く

り
も
論
議
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
規
制

や
ル
ー
ル
づ
く
り
は
、
海
水

浴
場
開
設
期
間
に
お
け
る
海

水
浴
場
区
域
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
年
間
を
通
し
て
海
岸

を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　本
町
で
は
海
水
浴
場
が
開

設
さ
れ
な
い
海
岸
を
擁
す
る

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
は
多
い
が
、
何
ら

か
の
ル
ー
ル
づ
く
り
は
必
要

で
あ
る
。
多
摩
川
緑
地
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
広
場
の
例
な
ど
を

研
究
す
る
と
と
も
に
、
近
隣

自
治
体
や
県
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
全
面
禁
止
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
区
域
を
限
る

な
ど
、
行
政
だ
け
で
な
く
住

民
や
事
業
者
と
知
恵
を
絞
り
、

解
決
策
を
探
る
べ
き
で
あ

る
」
と
の
意
見
で
一
致
し
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
に

よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

横
須
賀
市
及
び
三
浦
市
と
の

関
係
修
復
に
至
急
取
り
組
む

よ
う
求
め
る
陳
情
書　

　
「
横
須
賀
市
及
び
三
浦
市

と
の
関
係
修
復
に
至
急
取
り

組
む
よ
う
求
め
る
陳
情
書
」

の
要
旨
は
、
横
須
賀
・
三
浦

両
市
と
の
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
が
最
高
裁
に
お
い
て
上
告

棄
却
と
な
り
判
決
が
確
定
し

た
。こ
れ
で
町
長
の
い
う「
訴

訟
は
地
域
連
携
や
ご
み
処
理

施
策
の
推
進
に
お
い
て
、
前

町
長
か
ら
引
き
継
い
だ
最
大

の
足
か
せ
」
が
取
れ
た
こ
と

に
な
る
。
葉
山
町
の
よ
う
な

小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て
、

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
特
に
、

防
災
、
ご
み
処
理
、
医
療
等

の
分
野
で
は
町
単
独
で
の
整

備
充
実
は
不
可
能
で
あ
る
。

今
後
、
近
隣
自
治
体
と
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
く
に
せ

よ
、
先
ず
横
須
賀
・
三
浦
両

市
と
の
不
幸
な
関
係
に
け
じ

め
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
関
係
修
復
の
た
め
に

は
町
長
が
両
市
長
に
会
い
、

誠
意
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る

が
、
議
会
と
し
て
も
、
両
市

と
の
関
係
修
復
の
意
思
を
明

確
に
示
し
た
う
え
で
、
総
力

を
挙
げ
て
町
長
の
取
組
を
支

援
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　委
員
の
総
意
と
し
て
「
近

隣
自
治
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
は
当
町
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
関
係

の
修
復
を
議
会
と
し
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
は
総
論
と
し

て
問
題
な
い
こ
と
で
あ
る
」

と
の
意
見
で
ま
と
ま
り
、
全

会
一
致
に
よ
り
趣
旨
了
承
す

べ
き
も
の
と
決
し
、
委
員
か

ら
は
、
町
長
は
両
市
と
の
関

係
修
復
に
は
誠
意
を
も
っ
て

あ
た
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し

ま
す
。

葉
山
一
色
宅
地
計
画
に
関
す

る
陳
情
書

　
「
葉
山
一
色
宅
地
計
画
に

関
す
る
陳
情
書
」
は
、
葉
山

町
一
色
字
平
１
１
３
４
番
の

一
部
ほ
か
５
筆
の
一
色
宅
地

開
発
に
伴
い
、
不
動
産
業
者

等
は
３
３
０
０
０
㎡
以
上
の

土
地
を
分
割
し
、
ま
ち
づ
く

り
条
例
施
行
規
則
で
事
業
者

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
公

園
の
設
置
を
逃
れ
て
い
る
疑

い
が
あ
る
。「
自
然
や
景
観

を
保
護
し
、
現
状
の
樹
林
等

を
保
存
、
緑
の
復
元
及
び
緑

地
の
増
大
を
図
る
」
よ
う
勧

告
す
る
こ
と
。
開
発
事
業
が

原
因
と
思
わ
れ
る
近
隣
住
民

の
敷
地
内
と
道
路
か
ら
の
出

水
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
適

切
な
土
木
工
事
が
必
要
。
葉

山
町
に
対
し
、
車
両
の
通
り

抜
け
を
防
止
し
、
子
ど
も
や

歩
行
者
等
の
安
全
性
を
確
保

す
る
処
置
を
取
る
べ
く
勧
告

す
る
こ
と
。

　以
上
、
４
点
を
議
会
に
求

め
て
い
る
も
の
で
、
委
員
か

ら
「
陳
情
の
趣
旨
に
不
明
点

が
多
い
。
当
該
土
地
は
適
正

な
管
理
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

安
全
上
の
問
題
も
あ
る
。
道

路
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
町
内
会
で
話
し
合
わ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
」、「
職

員
は
、
条
例
で
可
能
な
限
り

の
指
導
を
業
者
に
行
っ
て
お

り
、
町
民
に
対
し
て
も
、
で

き
る
限
り
の
対
応
は
し
て
い

る
」、「
町
は
条
例
に
則
り
適

切
に
処
理
し
て
お
り
、
あ
と

は
県
の
判
断
を
待
つ
状
態
で

あ
る
」
と
の
不
採
択
を
求
め

る
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長

　土
佐
洋
子

戸別収集戸別収集

戸別収集作業戸別収集作業
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教
育
民
生

国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
負

担
増
額
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情
書

　

　

陳
情
の
要
旨
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
報
告
書
に
お
い
て
、
国

民
健
康
保
険
の
保
険
者
の
都

道
府
県
移
行
が
提
案
さ
れ
、

平
成
27
年
度
に
は
通
常
国
会

に
法
案
が
提
出
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
報

告
書
に
も
あ
る
と
お
り
「
国

民
健
康
保
険
の
財
政
的
な
構

造
問
題
を
放
置
し
た
ま
ま
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
を

都
道
府
県
と
し
た
と
し
て

も
、
多
額
の
赤
字
を
都
道
府

県
に
背
負
わ
せ
る
だ
け
」
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　構
造
問
題
と
は
、①
無
職

者
・
失
業
者
・
非
正
規
雇
用

の
労
働
者
な
ど
を
含
め
低
所

得
者
の
加
入
者
が
多
い
、②

年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
水

準
が
高
い
、③
所
得
に
占
め

る
保
険
料
負
担
が
重
い
と

い
っ
た
課
題
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
国
庫
負
担
の
増
額

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
、

国
に
対
し
意
見
書
の
提
出
を

求
め
て
い
る
も
の
で
す
。

１

　国
庫
負
担
を
大
幅
に
増

額
し
、
最
低
で
も
１
９
８

４
年
以
前
の
水
準
（
医
療

費
×
45
％
、
保
険
給
付
費

×
60
％
相
当
）
を
確
保
す

る
こ
と
。

２

　子
ど
も
、
一
人
親
、
障

が
い
児
・
者
な
ど
に
対
す

る
福
祉
医
療
制
度
（
医
療

費
助
成
制
度
）
実
施
自
治

体
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
や
め
る
こ
と
。

　審
査
で
は
、
担
当
課
か
ら

「
国
庫
負
担
比
率
は
徐
々
に

引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
独
自
の
医
療
費
助
成
制

度
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村

の
う
ち
、
償
還
払
い
方
式
を

と
っ
て
い
な
い
市
町
村
に
対

し
て
国
庫
負
担
金
が
減
額
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、当
町
も
該
当
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関

東
地
方
知
事
会
及
び
神
奈
川

県
町
村
会
か
ら
も
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も

あ
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　委
員
か
ら
は
、「
昭
和
59

年
（
１
９
８
４
年
）
と
現
在

で
は
経
済
状
況
等
が
異
な
る

た
め
、
昭
和
59
年
以
前
の
水

準
に
戻
す
と
い
う
こ
と
に
は

安
易
に
賛
同
で
き
な
い
」
と

の
意
見
は
あ
っ
た
も
の
の
、

「
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

市
町
村
が
国
民
健
康
保
険
制

度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
国
庫
負
担
率
の
引
上
げ

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

市
町
村
が
住
民
の
た
め
に
独

自
に
実
施
し
て
い
る
医
療
費

助
成
制
度
に
対
す
る
国
庫
負

担
金
の
減
額
措
置
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

採
択
し
国
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
」
と

の
意
見
で
ま
と
ま
り
、
採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

採
択
し
、
国
に
対
し
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　
　

所
管
事
務
調
査

○
し
尿
投
入
施
設
に
つ
い
て

　葉
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
の
し
尿
投
入
施
設
は
平

成
25
年
８
月
２
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
20
日
ま
で
の
工
期

で
３
６
６
６
万
６
千
円
の
経

費
を
か
け
て
完
成
し
ま
し

た
。　施

設
の
内
容
は
、
し
尿
貯

留
タ
ン
ク
１
槽
・
し
尿
移
送

ポ
ン
プ
２
台
・
切
替
弁
２
個

の
機
械
設
備
工
事
と
、
し
尿

投
入
設
備
制
御
盤
・
し
尿
受

入
装
置
・
し
尿
貯
留
タ
ン
ク

液
位
計
・
し
尿
投
入
量
計
・

し
尿
監
視
装
置
・
I
T
V
カ

メ
ラ
等
の
電
気
設
備
工
事
等

で
す
。
現
地
踏
査
し
職
員
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　な
お
、
本
年
４
月
１
日
よ

り
運
用
開
始
し
て
い
ま
す
。
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○
下
水
道
整
備
工
事
に
つ
い

て
　平
成
25
年
度
は
８
カ
所
の

下
水
道
面
整
備
予
定
で
し
た

が
、
国
庫
補
助
金
交
付
額
が

要
望
額
の
68
％
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
６
カ
所
の
工
事
に

留
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
国

の
交
付
金
増
額
補
正
を
申
請

し
た
結
果
、
３
カ
所
の
工
事

を
実
施
す
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道

普
及
率
に
つ
い
て
は
、
接
続

件
数
等
の
把
握
が
で
き
る
も

の
の
、
集
合
住
宅
等
の
世
帯

数
や
人
数
ま
で
の
把
握
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
今
回
は
参

考
数
値
と
す
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

○
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
つ

い
て　委

員
会
開
催
後
の
３
月
31

日
付
で
改
訂
版
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

○
戸
別
収
集
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

　去
る
１
月
26
日
に
図
書
館

ホ
ー
ル
に
て
先
行
地
域
の
報

告
会
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
そ
の
際
の
資
料
を
議
会

に
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　な
お
、
６
月
１
日
か
ら
の

全
町
実
施
に
向
け
て
、
２
月

12
日
よ
り
各
家
庭
へ
の
資
料

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た

こ
と
、
職
員
に
対
す
る
２
回

の
研
修
を
行
う
旨
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

委
員
長

　鈴
木
道
子

し尿投入施設し尿投入施設

葉山浄化センター葉山浄化センター

葉
山
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

　
「
葉
山
町
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

一
般
廃
棄
物
の
全
町
で
の
戸

別
収
集
の
導
入
に
当
た
り
、

導
入
当
初
に
お
け
る
作
業
の

特
殊
性
等
を
考
慮
し
、
導
入

か
ら
10
ヵ
月
の
間
に
限
り
、

１
日
３
時
間
45
分
以
上
勤
務

し
た
職
員
で
、
戸
別
収
集
運

搬
作
業
に
従
事
し
た
者
に
対

し
、
日
額
400
円
の
特
殊
勤
務

手
当
を
支
給
す
る
も
の
。
審

査
は
、
委
員
間
の
自
由
闊
達

な
討
議
を
行
う
た
め
、
論
点

を
整
理
さ
れ
「
戸
別
収
集
導

入
当
初
に
お
け
る
特
殊
勤
務

手
当
の
支
給
の
是
非
」
に
絞

ら
れ
ま
し
た
。
担
当
課
か
ら

は
、「
ご
み
の
戸
別
収
集
導

入
時
に
お
け
る
特
殊
性
に
つ

い
て
は
身
体
的
負
荷
、
土
地

情
報
の
収
集
、
狭
あ
い
道
路

に
お
け
る
車
両
操
作
上
の
負

荷
、
分
別
方
法
の
変
更
に
伴

う
各
家
庭
へ
の
周
知
活
動
な

ど
の
業
務
負
荷
。
ま
た
戸
別

収
集
を
開
始
後
、
３
か
月
後

を
目
途
に
検
証
を
行
う
予
定

で
あ
る
。」
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
収

集
方
式
の
変
更
に
よ
り
、
導

入
時
に
負
荷
が
増
え
る
の
は

町
民
も
同
様
で
あ
り
、
職
員

に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

は
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
」、「
特
殊
勤
務
と
い
う
性

質
上
、
導
入
当
初
に
支
給
す

る
手
当
で
は
な
く
、
繁
忙
期

や
季
節
に
よ
る
業
務
負
荷
の

特
殊
事
情
を
考
慮
し
て
支
給

す
る
手
当
と
し
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
車

両
の
運
転
を
し
な
い
と
い
う

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
職
員

と
同
様
の
作
業
を
行
う
ア
ル

バ
イ
ト
員
に
対
し
て
何
ら
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は

納
得
で
き
な
い
」
と
の
意
見

が
大
勢
を
占
め
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
な
し
に
よ
り
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
禁

止
及
び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁
止

に
関
す
る
陳
情
書

　

　
「
水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入

れ
禁
止
及
び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

禁
止
に
関
す
る
陳
情
書
」
は
、

関
係
部
課
長
等
に
出
席
を
求

め
逗
子
市
の
動
向
を
踏
ま
え

た
町
の
現
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
と
と
も
に
、
陳
情

提
出
者
の
意
見
陳
述
の
機
会

を
設
け
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　陳
情
の
要
旨
は
、
今
夏

（
25
年
）
も
、
小
浜
海
岸
で

は
例
年
同
様
に
水
上
バ
イ
ク

の
利
用
者
が
多
く
、バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
行
い
飲
酒
し
て
い
る
。

　鎌
倉
市
で
は
、
既
に
水
上

バ
イ
ク
を
規
制
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

逗
子
市
は
来
年
（
26
年
）
か

ら
条
例
を
厳
し
い
も
の
と
す

べ
く
準
備
を
し
て
い
る
。
近

隣
自
治
体
で
禁
止
さ
れ
た
水

上
バ
イ
ク
が
小
浜
海
岸
に
乗

り
入
れ
れ
ば
、
事
故
の
危
険

性
が
増
す
な
ど
大
変
な
事
態

と
な
る
。
住
み
良
い
町
を
維

持
す
る
た
め
、
近
隣
自
治
体

と
同
様
に
本
町
に
お
い
て
も

水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
等

の
規
制
を
求
め
て
い
る
も
の

で
す
。

　陳
情
提
出
者
か
ら
説
明
を

受
け
、
陳
情
の
願
意
は
「
小

浜
海
岸
に
限
ら
ず
、
葉
山
の

海
岸
で
一
律
に
水
上
バ
イ
ク

の
乗
り
入
れ
と
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
禁
止
を
求
め
て
い

る
の
で
は
な
く
、
秩
序
が
保

た
れ
る
よ
う
住
民
と
利
用
者

と
の
間
に
調
和
の
あ
る
ル
ー

ル
を
策
定
し
、
そ
の
ル
ー
ル

に
基
づ
き
安
全
で
快
適
な
海

岸
環
境
の
確
立
を
求
め
て
い

る
」
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　審
査
で
は
、「
逗
子
市
で
は
、

安
全
で
快
適
な
逗
子
海
水
浴

場
の
確
保
に
関
す
る
条
例
を

改
正
し
、
砂
浜
で
の
飲
酒
及

び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
禁
止
や
、

水
上
バ
イ
ク
に
関
し
て
は
安

全
水
域
の
拡
大
と
徐
行
区
域

等
の
表
示
の
明
確
化
な
ど
、

厳
し
い
措
置
を
講
ず
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
神
奈
川
県

に
お
い
て
も
海
水
浴
場
の
あ

る
12
市
町
と
協
議
の
場
を
設

け
、
飲
酒
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

の
規
制
の
是
非
の
ほ
か
、
水

上
バ
イ
ク
の
利
用
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
際
の
ル
ー
ル
づ
く

り
も
論
議
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
規
制

や
ル
ー
ル
づ
く
り
は
、
海
水

浴
場
開
設
期
間
に
お
け
る
海

水
浴
場
区
域
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
年
間
を
通
し
て
海
岸

を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　本
町
で
は
海
水
浴
場
が
開

設
さ
れ
な
い
海
岸
を
擁
す
る

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
は
多
い
が
、
何
ら

か
の
ル
ー
ル
づ
く
り
は
必
要

で
あ
る
。
多
摩
川
緑
地
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
広
場
の
例
な
ど
を

研
究
す
る
と
と
も
に
、
近
隣

自
治
体
や
県
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
全
面
禁
止
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
区
域
を
限
る

な
ど
、
行
政
だ
け
で
な
く
住

民
や
事
業
者
と
知
恵
を
絞
り
、

解
決
策
を
探
る
べ
き
で
あ

る
」
と
の
意
見
で
一
致
し
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
に

よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

横
須
賀
市
及
び
三
浦
市
と
の

関
係
修
復
に
至
急
取
り
組
む

よ
う
求
め
る
陳
情
書　

　陳
情
の
要
旨
は
次
の
通
り

で
す
。

　横
須
賀
・
三
浦
両
市
と
の

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が
最
高

裁
に
お
い
て
上
告
棄
却
と
な

り
判
決
が
確
定
し
た
。
こ
れ

で
町
長
の
い
う
「
訴
訟
は
地

域
連
携
や
ご
み
処
理
施
策
の

推
進
に
お
い
て
、
前
町
長
か

ら
引
き
継
い
だ
最
大
の
足
か

せ
」
が
取
れ
た
こ
と
に
な
る
。

葉
山
町
の
よ
う
な
小
規
模
自

治
体
に
と
っ
て
、
近
隣
自
治

体
と
の
連
携
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
特
に
、
防
災
、
ご

み
処
理
、
医
療
等
の
分
野
で

は
町
単
独
で
の
整
備
充
実
は

不
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
近

隣
自
治
体
と
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
い
く
に
せ
よ
、
先
ず

横
須
賀
・
三
浦
両
市
と
の
不

幸
な
関
係
に
け
じ
め
を
つ
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
関

係
修
復
の
た
め
に
は
町
長
が

両
市
長
に
会
い
、
誠
意
を
尽

く
す
べ
き
で
あ
る
が
、
議
会

と
し
て
も
、
両
市
と
の
関
係

修
復
の
意
思
を
明
確
に
示
し

た
う
え
で
、
総
力
を
挙
げ
て

町
長
の
取
組
を
支
援
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　委
員
の
総
意
と
し
て
「
近

隣
自
治
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
は
当
町
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
関
係

の
修
復
を
議
会
と
し
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
は
総
論
と
し

て
問
題
な
い
こ
と
で
あ
る
」

と
の
意
見
で
ま
と
ま
り
、
全

会
一
致
に
よ
り
趣
旨
了
承
す

べ
き
も
の
と
決
し
、
委
員
か

ら
は
、
町
長
は
両
市
と
の
関

係
修
復
に
は
誠
意
を
も
っ
て

あ
た
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し

ま
す
。

葉
山
一
色
宅
地
計
画
に
関
す

る
陳
情
書

　

こ
れ
は
、
葉
山
町
一
色
字

平
１
１
３
４
番
の
一
部
ほ
か

５
筆
の
一
色
宅
地
開
発
に
伴

い
、
不
動
産
業
者
等
は
３
千

㎡
以
上
の
土
地
を
分
割
し
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則

で
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
公
園
の
設
置
を
逃
れ

て
い
る
疑
い
が
あ
る
。「
自
然

や
景
観
を
保
護
し
、
現
状
の

樹
林
等
を
保
存
、
緑
の
復
元

及
び
緑
地
の
増
大
を
図
る
」

よ
う
勧
告
す
る
こ
と
。
開
発

事
業
が
原
因
と
思
わ
れ
る
近

隣
住
民
の
敷
地
内
と
道
路
か

ら
の
出
水
が
あ
り
、
そ
の
た

め
の
適
切
な
土
木
工
事
が
必

要
。
葉
山
町
に
対
し
、
車
両

の
通
り
抜
け
を
防
止
し
、
子

ど
も
や
歩
行
者
等
の
安
全
性

を
確
保
す
る
処
置
を
取
る
べ

く
勧
告
す
る
こ
と
。

　以
上
の
点
を
議
会
に
求
め

て
い
る
も
の
で
、
委
員
か
ら

「
陳
情
の
趣
旨
に
不
明
点
が

多
い
。
当
該
土
地
は
適
正
な

一色宅地計画地一色宅地計画地

一色宅地計画図一色宅地計画図

管
理
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

安
全
上
の
問
題
も
あ
る
。
道

路
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
町
内
会
で
話
し
合
わ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
」、「
職

員
は
、
条
例
で
可
能
な
限
り

の
指
導
を
業
者
に
行
っ
て
お

り
、
町
民
に
対
し
て
も
、
で

き
る
限
り
の
対
応
は
し
て
い

る
」、「
町
は
条
例
に
則
り
適

切
に
処
理
し
て
お
り
、
あ
と

は
県
の
判
断
を
待
つ
状
態
で

あ
る
」
と
の
不
採
択
を
求
め

る
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長

　土
佐
洋
子
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教
育
民
生

国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
負

担
増
額
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情
書

　

　

陳
情
の
要
旨
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
報
告
書
に
お
い
て
、
国

民
健
康
保
険
の
保
険
者
の
都

道
府
県
移
行
が
提
案
さ
れ
、

平
成
27
年
度
に
は
通
常
国
会

に
法
案
が
提
出
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
報

告
書
に
も
あ
る
と
お
り
「
国

民
健
康
保
険
の
財
政
的
な
構

造
問
題
を
放
置
し
た
ま
ま
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
を

都
道
府
県
と
し
た
と
し
て

も
、
多
額
の
赤
字
を
都
道
府

県
に
背
負
わ
せ
る
だ
け
」
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　構
造
問
題
と
は
、①
無
職

者
・
失
業
者
・
非
正
規
雇
用

の
労
働
者
な
ど
を
含
め
低
所

得
者
の
加
入
者
が
多
い
、②

年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
水

準
が
高
い
、③
所
得
に
占
め

る
保
険
料
負
担
が
重
い
と

い
っ
た
課
題
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
国
庫
負
担
の
増
額

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
、

国
に
対
し
意
見
書
の
提
出
を

求
め
て
い
る
も
の
で
す
。

１

　国
庫
負
担
を
大
幅
に
増

額
し
、
最
低
で
も
１
９
８

４
年
以
前
の
水
準
（
医
療

費
×
45
％
、
保
険
給
付
費

×
60
％
相
当
）
を
確
保
す

る
こ
と
。

２

　子
ど
も
、
一
人
親
、
障

が
い
児
・
者
な
ど
に
対
す

る
福
祉
医
療
制
度
（
医
療

費
助
成
制
度
）
実
施
自
治

体
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
や
め
る
こ
と
。

　審
査
で
は
、
担
当
課
か
ら

「
国
庫
負
担
比
率
は
徐
々
に

引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
独
自
の
医
療
費
助
成
制

度
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村

の
う
ち
、
償
還
払
い
方
式
を

と
っ
て
い
な
い
市
町
村
に
対

し
て
国
庫
負
担
金
が
減
額
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、当
町
も
該
当
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関

東
地
方
知
事
会
及
び
神
奈
川

県
町
村
会
か
ら
も
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も

あ
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　委
員
か
ら
は
、「
昭
和
59

年
（
１
９
８
４
年
）
と
現
在

で
は
経
済
状
況
等
が
異
な
る

た
め
、
昭
和
59
年
以
前
の
水

準
に
戻
す
と
い
う
こ
と
に
は

安
易
に
賛
同
で
き
な
い
」
と

の
意
見
は
あ
っ
た
も
の
の
、

「
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

市
町
村
が
国
民
健
康
保
険
制

度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
国
庫
負
担
率
の
引
上
げ

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

市
町
村
が
住
民
の
た
め
に
独

自
に
実
施
し
て
い
る
医
療
費

助
成
制
度
に
対
す
る
国
庫
負

担
金
の
減
額
措
置
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

採
択
し
国
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
」
と

の
意
見
で
ま
と
ま
り
、
採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

採
択
し
、
国
に
対
し
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　
　

所
管
事
務
調
査

○
し
尿
投
入
施
設
に
つ
い
て

　葉
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
の
し
尿
投
入
施
設
は
平

成
25
年
８
月
２
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
20
日
ま
で
の
工
期

で
３
６
６
６
万
６
千
円
の
経

費
を
か
け
て
完
成
し
ま
し

た
。　施

設
の
内
容
は
、
し
尿
貯

留
タ
ン
ク
１
槽
・
し
尿
移
送

ポ
ン
プ
２
台
・
切
替
弁
２
個

の
機
械
設
備
工
事
と
、
し
尿

投
入
設
備
制
御
盤
・
し
尿
受

入
装
置
・
し
尿
貯
留
タ
ン
ク

液
位
計
・
し
尿
投
入
量
計
・

し
尿
監
視
装
置
・
I
T
V
カ

メ
ラ
等
の
電
気
設
備
工
事
等

で
す
。
現
地
踏
査
し
職
員
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　な
お
、
本
年
４
月
１
日
よ

り
運
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

第116号議会だより

○
下
水
道
整
備
工
事
に
つ
い

て
　平
成
25
年
度
は
８
カ
所
の

下
水
道
面
整
備
予
定
で
し
た

が
、
国
庫
補
助
金
交
付
額
が

要
望
額
の
68
％
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
６
カ
所
の
工
事
に

留
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
国

の
交
付
金
増
額
補
正
を
申
請

し
た
結
果
、
３
カ
所
の
工
事

を
実
施
す
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道

普
及
率
に
つ
い
て
は
、
接
続

件
数
等
の
把
握
が
で
き
る
も

の
の
、
集
合
住
宅
等
の
世
帯

数
や
人
数
ま
で
の
把
握
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
今
回
は
参

考
数
値
と
す
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

○
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
つ

い
て　委

員
会
開
催
後
の
３
月
31

日
付
で
改
訂
版
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

○
戸
別
収
集
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

　去
る
１
月
26
日
に
図
書
館

ホ
ー
ル
に
て
先
行
地
域
の
報

告
会
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
そ
の
際
の
資
料
を
議
会

に
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　な
お
、
６
月
１
日
か
ら
の

全
町
実
施
に
向
け
て
、
２
月

12
日
よ
り
各
家
庭
へ
の
資
料

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た

こ
と
、
職
員
に
対
す
る
２
回

の
研
修
を
行
う
旨
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

委
員
長

　鈴
木
道
子

し尿投入施設し尿投入施設

葉山浄化センター葉山浄化センター

葉
山
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

　
「
葉
山
町
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

一
般
廃
棄
物
の
全
町
で
の
戸

別
収
集
の
導
入
に
当
た
り
、

導
入
当
初
に
お
け
る
作
業
の

特
殊
性
等
を
考
慮
し
、
導
入

か
ら
10
ヵ
月
の
間
に
限
り
、

１
日
３
時
間
45
分
以
上
勤
務

し
た
職
員
で
、
戸
別
収
集
運

搬
作
業
に
従
事
し
た
者
に
対

し
、
日
額
400
円
の
特
殊
勤
務

手
当
を
支
給
す
る
も
の
。
審

査
は
、
委
員
間
の
自
由
闊
達

な
討
議
を
行
う
た
め
、
論
点

を
整
理
さ
れ
「
戸
別
収
集
導

入
当
初
に
お
け
る
特
殊
勤
務

手
当
の
支
給
の
是
非
」
に
絞

ら
れ
ま
し
た
。
担
当
課
か
ら

は
、「
ご
み
の
戸
別
収
集
導

入
時
に
お
け
る
特
殊
性
に
つ

い
て
は
身
体
的
負
荷
、
土
地

情
報
の
収
集
、
狭
あ
い
道
路

に
お
け
る
車
両
操
作
上
の
負

荷
、
分
別
方
法
の
変
更
に
伴

う
各
家
庭
へ
の
周
知
活
動
な

ど
の
業
務
負
荷
。
ま
た
戸
別

収
集
を
開
始
後
、
３
か
月
後

を
目
途
に
検
証
を
行
う
予
定

で
あ
る
。」
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
収

集
方
式
の
変
更
に
よ
り
、
導

入
時
に
負
荷
が
増
え
る
の
は

町
民
も
同
様
で
あ
り
、
職
員

に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

は
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
」、「
特
殊
勤
務
と
い
う
性

質
上
、
導
入
当
初
に
支
給
す

る
手
当
で
は
な
く
、
繁
忙
期

や
季
節
に
よ
る
業
務
負
荷
の

特
殊
事
情
を
考
慮
し
て
支
給

す
る
手
当
と
し
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
車

両
の
運
転
を
し
な
い
と
い
う

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
職
員

と
同
様
の
作
業
を
行
う
ア
ル

バ
イ
ト
員
に
対
し
て
何
ら
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は

納
得
で
き
な
い
」
と
の
意
見

が
大
勢
を
占
め
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
な
し
に
よ
り
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
禁

止
及
び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁
止

に
関
す
る
陳
情
書

　

　
「
水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入

れ
禁
止
及
び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

禁
止
に
関
す
る
陳
情
書
」
は
、

関
係
部
課
長
等
に
出
席
を
求

め
逗
子
市
の
動
向
を
踏
ま
え

た
町
の
現
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
と
と
も
に
、
陳
情

提
出
者
の
意
見
陳
述
の
機
会

を
設
け
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　陳
情
の
要
旨
は
、
今
夏

（
25
年
）
も
、
小
浜
海
岸
で

は
例
年
同
様
に
水
上
バ
イ
ク

の
利
用
者
が
多
く
、バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
行
い
飲
酒
し
て
い
る
。

　鎌
倉
市
で
は
、
既
に
水
上

バ
イ
ク
を
規
制
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

逗
子
市
は
来
年
（
26
年
）
か

ら
条
例
を
厳
し
い
も
の
と
す

べ
く
準
備
を
し
て
い
る
。
近

隣
自
治
体
で
禁
止
さ
れ
た
水

上
バ
イ
ク
が
小
浜
海
岸
に
乗

り
入
れ
れ
ば
、
事
故
の
危
険

性
が
増
す
な
ど
大
変
な
事
態

と
な
る
。
住
み
良
い
町
を
維

持
す
る
た
め
、
近
隣
自
治
体

と
同
様
に
本
町
に
お
い
て
も

水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
等

の
規
制
を
求
め
て
い
る
も
の

で
す
。

　陳
情
提
出
者
か
ら
説
明
を

受
け
、
陳
情
の
願
意
は
「
小

浜
海
岸
に
限
ら
ず
、
葉
山
の

海
岸
で
一
律
に
水
上
バ
イ
ク

の
乗
り
入
れ
と
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
禁
止
を
求
め
て
い

る
の
で
は
な
く
、
秩
序
が
保

た
れ
る
よ
う
住
民
と
利
用
者

と
の
間
に
調
和
の
あ
る
ル
ー

ル
を
策
定
し
、
そ
の
ル
ー
ル

に
基
づ
き
安
全
で
快
適
な
海

岸
環
境
の
確
立
を
求
め
て
い

る
」
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　審
査
で
は
、「
逗
子
市
で
は
、

安
全
で
快
適
な
逗
子
海
水
浴

場
の
確
保
に
関
す
る
条
例
を

改
正
し
、
砂
浜
で
の
飲
酒
及

び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
禁
止
や
、

水
上
バ
イ
ク
に
関
し
て
は
安

全
水
域
の
拡
大
と
徐
行
区
域

等
の
表
示
の
明
確
化
な
ど
、

厳
し
い
措
置
を
講
ず
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
神
奈
川
県

に
お
い
て
も
海
水
浴
場
の
あ

る
12
市
町
と
協
議
の
場
を
設

け
、
飲
酒
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

の
規
制
の
是
非
の
ほ
か
、
水

上
バ
イ
ク
の
利
用
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
際
の
ル
ー
ル
づ
く

り
も
論
議
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
規
制

や
ル
ー
ル
づ
く
り
は
、
海
水

浴
場
開
設
期
間
に
お
け
る
海

水
浴
場
区
域
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
年
間
を
通
し
て
海
岸

を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　本
町
で
は
海
水
浴
場
が
開

設
さ
れ
な
い
海
岸
を
擁
す
る

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
は
多
い
が
、
何
ら

か
の
ル
ー
ル
づ
く
り
は
必
要

で
あ
る
。
多
摩
川
緑
地
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
広
場
の
例
な
ど
を

研
究
す
る
と
と
も
に
、
近
隣

自
治
体
や
県
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
全
面
禁
止
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
区
域
を
限
る

な
ど
、
行
政
だ
け
で
な
く
住

民
や
事
業
者
と
知
恵
を
絞
り
、

解
決
策
を
探
る
べ
き
で
あ

る
」
と
の
意
見
で
一
致
し
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
に

よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

横
須
賀
市
及
び
三
浦
市
と
の

関
係
修
復
に
至
急
取
り
組
む

よ
う
求
め
る
陳
情
書　

　陳
情
の
要
旨
は
次
の
通
り

で
す
。

　横
須
賀
・
三
浦
両
市
と
の

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が
最
高

裁
に
お
い
て
上
告
棄
却
と
な

り
判
決
が
確
定
し
た
。
こ
れ

で
町
長
の
い
う
「
訴
訟
は
地

域
連
携
や
ご
み
処
理
施
策
の

推
進
に
お
い
て
、
前
町
長
か

ら
引
き
継
い
だ
最
大
の
足
か

せ
」
が
取
れ
た
こ
と
に
な
る
。

葉
山
町
の
よ
う
な
小
規
模
自

治
体
に
と
っ
て
、
近
隣
自
治

体
と
の
連
携
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
特
に
、
防
災
、
ご

み
処
理
、
医
療
等
の
分
野
で

は
町
単
独
で
の
整
備
充
実
は

不
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
近

隣
自
治
体
と
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
い
く
に
せ
よ
、
先
ず

横
須
賀
・
三
浦
両
市
と
の
不

幸
な
関
係
に
け
じ
め
を
つ
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
関

係
修
復
の
た
め
に
は
町
長
が

両
市
長
に
会
い
、
誠
意
を
尽

く
す
べ
き
で
あ
る
が
、
議
会

と
し
て
も
、
両
市
と
の
関
係

修
復
の
意
思
を
明
確
に
示
し

た
う
え
で
、
総
力
を
挙
げ
て

町
長
の
取
組
を
支
援
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　委
員
の
総
意
と
し
て
「
近

隣
自
治
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
は
当
町
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
関
係

の
修
復
を
議
会
と
し
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
は
総
論
と
し

て
問
題
な
い
こ
と
で
あ
る
」

と
の
意
見
で
ま
と
ま
り
、
全

会
一
致
に
よ
り
趣
旨
了
承
す

べ
き
も
の
と
決
し
、
委
員
か

ら
は
、
町
長
は
両
市
と
の
関

係
修
復
に
は
誠
意
を
も
っ
て

あ
た
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し

ま
す
。

葉
山
一
色
宅
地
計
画
に
関
す

る
陳
情
書

　

こ
れ
は
、
葉
山
町
一
色
字

平
１
１
３
４
番
の
一
部
ほ
か

５
筆
の
一
色
宅
地
開
発
に
伴

い
、
不
動
産
業
者
等
は
３
千

㎡
以
上
の
土
地
を
分
割
し
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則

で
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
公
園
の
設
置
を
逃
れ

て
い
る
疑
い
が
あ
る
。「
自
然

や
景
観
を
保
護
し
、
現
状
の

樹
林
等
を
保
存
、
緑
の
復
元

及
び
緑
地
の
増
大
を
図
る
」

よ
う
勧
告
す
る
こ
と
。
開
発

事
業
が
原
因
と
思
わ
れ
る
近

隣
住
民
の
敷
地
内
と
道
路
か

ら
の
出
水
が
あ
り
、
そ
の
た

め
の
適
切
な
土
木
工
事
が
必

要
。
葉
山
町
に
対
し
、
車
両

の
通
り
抜
け
を
防
止
し
、
子

ど
も
や
歩
行
者
等
の
安
全
性

を
確
保
す
る
処
置
を
取
る
べ

く
勧
告
す
る
こ
と
。

　以
上
の
点
を
議
会
に
求
め

て
い
る
も
の
で
、
委
員
か
ら

「
陳
情
の
趣
旨
に
不
明
点
が

多
い
。
当
該
土
地
は
適
正
な

一色宅地計画地一色宅地計画地

一色宅地計画図一色宅地計画図

管
理
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

安
全
上
の
問
題
も
あ
る
。
道

路
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
町
内
会
で
話
し
合
わ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
」、「
職

員
は
、
条
例
で
可
能
な
限
り

の
指
導
を
業
者
に
行
っ
て
お

り
、
町
民
に
対
し
て
も
、
で

き
る
限
り
の
対
応
は
し
て
い

る
」、「
町
は
条
例
に
則
り
適

切
に
処
理
し
て
お
り
、
あ
と

は
県
の
判
断
を
待
つ
状
態
で

あ
る
」
と
の
不
採
択
を
求
め

る
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長

　土
佐
洋
子
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特
別
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員
懇
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会

全
員
協
議
会
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会
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営
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横須賀市・三浦市消防指令センター横須賀市・三浦市消防指令センター

　
町
長
召
集
に
よ
る
会
議

　１
月
９
日
、
消
防
救
急
無

線
活
動
波
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

及
び
消
防
指
令
業
務
の
共
同

運
営
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　活
動
波
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

平
成
28
年
５
月
末
日
ま
で
に

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
指
令
業
務
の
共
同
化

と
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
効

果
的
で
あ
り
、
横
須
賀
・
三

浦
両
市
で
す
で
に
行
わ
れ
て

い
る
共
同
化
シ
ス
テ
ム
に
加

わ
る
意
向
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
こ
れ
は
決
し
て
消

防
の
広
域
化
で
は
な
い
と
の

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
運
用

面
で
は
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
費
用

負
担
等
が
明
確
で
な
い
と
の

指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

　ま
た
、
23
年
以
来
、
逗
子

市
と
の
共
同
化
を
検
討
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
断
念
し
た
経
緯
等
の
説

明
を
受
け
て
お
ら
ず
、
唐
突

に
相
手
が
変
更
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
近
隣
市
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
の
懸
念
等

の
質
問
も
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
改

め
て
資
料
等
を
揃
え
た
上
で

情
報
提
供
を
受
け
る
場
を
設

け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　２
月
４
日
、
平
成
26
年
度

予
算
案
の
内
示
を
受
け
ま
し

た
。
議
会
か
ら
の
６
項
目
の

政
策
提
言
に
つ
い
て
の
対
応

状
況
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
。

　４
月
８
日
、
消
防
指
令
台

共
同
運
用
に
つ
い
て
、
１
月

９
日
の
会
議
を
補
完
す
る
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
費
用
負
担
等
の

資
料
が
提
出
さ
れ
、
長
時
間

に
わ
た
り
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
消
防
広
域
化
に

関
し
て
は
、
横
須
賀
・
三
浦

両
市
が
共
同
運
用
開
始
し
た

席
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
み

裁
判
に
係
る
損
害
賠
償
金
等

の
求
償
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
い
ま
し
た
。

　横
須
賀
・
三
浦
両
市
と
の

ご
み
裁
判
が
決
着
し
、
395
万

円
の
損
害
賠
償
金
額
が
決
定

し
ま
し
た
。
そ
の
他
裁
判
費

用
等
を
含
め
る
と
多
額
の
税

金
が
注
が
れ
ま
し
た
。

　議
会
意
思
に
反
し
、
ご
み

処
理
広
域
化
か
ら
離
脱
し
裁

判
に
至
り
、
こ
の
よ
う
な
損

害
を
町
民
に
与
え
る
結
果
と

な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
前
町

長
に
賠
償
責
任
を
問
う
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　国
家
賠
償
法
に
よ
る
求
償

に
つ
い
て
は
、
395
万
円
の
損

害
賠
償
金
の
請
求
は
可
能
で

あ
る
が
、
そ
の
他
裁
判
費
用

等
に
つ
い
て
は
で
き
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　同
席
し
て
い
た
町
長
の
見

解
は
前
町
長
に
対
し
、
求
償

す
る
つ
も
り
は
な
い
と
の
答

弁
で
し
た
。議

長

　金
崎
ひ
さ

　さ
ら
に
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば「
人

口
維
持
と
減
少
は
望
ま
し
く

な
い
が
や
む
を
え
な
い
」
の

意
見
が
78
％
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
人
口
維
持
の
施

策
を
考
慮
す
る
べ
き
と
提
言

し
ま
し
た
。

委
員
長

　笠
原
俊
一

際
の
補
助
金
申
請
に
明
言
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
課
題
と
し
て
念
頭
に

入
れ
、
町
民
の
安
心
・
安
全

に
ど
う
す
れ
ば
寄
与
で
き
る

か
を
真
摯
に
検
討
す
べ
き
と

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

記

　金
崎
ひ
さ

　
議
長
召
集
に
よ
る
会
議

　３
月
７
日
に
開
催
、
町
顧

問
弁
護
士
の
工
藤
昇
氏
に
出

　

３
月
３
日
に
現
状
説
明
を

受
け
た
の
ち
基
本
構
想
の
期

間
に
つ
い
て
10
年
間
と
14
年

間
の
２
案
が
示
さ
れ
、
委
員

会
と
し
て
の
意
見
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

　主
な
共
通
意
見
と
し
て
は
、

人
口
の
変
動
率
や
社
会
環
境

の
変
化
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
か
ら
、
第
四
次
総
合
計

画
の
期
間
は
、
平
成
36
年
ま

で
の
10
年
間
と
す
る
こ
と
。

　ま
た
、
実
施
計
画
に
は
財

政
計
画
の
連
携
が
最
重
要
で

あ
る
こ
と
。

第
１
回
定
例
会
の
運
営
に
つ

い
て　２

月
７
日
、
２
月
19
日
、

３
月
５
日
、
３
月
12
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
議
会
に
提

出
さ
れ
た
議
案
等
の
扱
い
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
議
会

日
程
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い

て
　全
議
員
の
24
年
度
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
完

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
葉
山

町
議
会
の
目
指
す
議
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
議
論
も
行

い
ま
し
た
。

　３
月
２
日
（
日
）
に
は
、
山

梨
学
院
大
学
の
江
藤
俊
昭
先

生
に
再
び
お
出
で
い
た
だ
き
、

「
本
町
議
会
議
員
の
適
正
な

報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
改
革

　分
か
り
や
す
い
議
会
と
す

る
た
め
、
６
月
議
会
か
ら
、

質
問
者
席
を
設
け
対
面
式
と

し
て
、
試
行
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　議
会
広
報
特
別
委
員
会
の

常
任
委
員
会
化
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

委
員
長

　横
山
す
み
子

1７ 議会だより
平成26年4月26日発行

第116号

みなさんからの　陳情のゆくえ

　

今
日
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
高
齢
者
、
失
業
者
、
非
正
規
雇
用
者
な
ど
が
増
え
、
以
前
に
も

増
し
て
低
所
得
者
を
多
く
抱
え
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
が
、
加
入
者
の
所
得
が
低
下
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
年
々
保
険
料
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
世
帯
が

増
え
て
い
る
。

　国
民
健
康
保
険
の
主
な
財
源
は
、
国
、
都
道
府
県
及
び
保
険
者
の
負
担
金
並
び
に
加
入
者
の
支
払
う

保
険
料
等
で
あ
る
。
被
用
者
保
険
の
事
業
主
負
担
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い
た
め
国
庫
負
担
が
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
国
庫
負
担
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
が
、
保
険
料
が
高
く
な
っ
た
要
因
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
入
者
が
安
心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
お
く
る
た
め
に
は
国
庫
負
担
率
を
引
き
上
げ
、
保
険
料
の
抑
制
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
国
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
支
払
わ
ず
に
診
療
を
受
け
ら
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
現
物
給
付
方
式
で
重
度
心
身
障
害
者
、
子
ど
も
、
母
子
家
庭
等
に
対
し
医
療
費
助
成
を
実
施

し
て
い
る
地
方
自
治
体
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
国
庫
負
担
金
等
の
減
額
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
国
の
医
療
制
度
を
補
完
す
る
地
方
自
治
体
に
よ
る
障
害
者
等
の
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ

る
人
へ
の
支
援
や
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
取
組
み
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
行
の
減
額
措
置
が
こ

の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
断
じ
て
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

１

　現
物
給
付
方
式
で
独
自
の
医
療
費
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
地
方
自
治
体
に
対
す
る
国
民
健
康

保
険
国
庫
負
担
金
等
の
減
額
措
置
を
早
急
に
廃
止
す
る
こ
と
。

２

　地
方
自
治
体
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
国
庫
負
担
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
26
年
3
月
12
日

葉

　山

　町

　議

　会

提
出
先

　
　

衆
議
院
議
長

　参
議
院
議
長

　内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣

　財
務
大
臣

　厚
生
労
働
大
臣

　

意 見 書意 見 書

◎水上バイクの乗り入れ禁止及びバーベキュー禁止に関する陳情書 ……………………… 採　　択
◎横須賀市及び三浦市との関係修復に至急取り組むよう求める陳情書 …………………… 趣旨了承
◎国民健康保険への国庫負担増額を求める意見書提出についての陳情書 ………………… 採　　択
◎葉山一色宅地計画に関する陳情書 …………………………………………………………… 不 採 択

◆◆◆なお継続して審査します◆◆◆
◎「葉山町勧奨退職に関する要綱」及び「葉山町勧奨退職に関する要綱の運用に関する内規」に基づ

いて、当該の手続きが公正・適正に行われるよう、議会に調査と指導を求める陳情
（総務建設常任委員会）

◎消防指令業務の共同化の検討を慎重に行うことを求める陳情　　　　　　  （総務建設常任委員会）

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
減
額
措
置
の
廃
止
及
び

国
庫
負
担
率
の
引
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
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◆◆◆なお継続して審査します◆◆◆
◎「葉山町勧奨退職に関する要綱」及び「葉山町勧奨退職に関する要綱の運用に関する内規」に基づ

いて、当該の手続きが公正・適正に行われるよう、議会に調査と指導を求める陳情
（総務建設常任委員会）

◎消防指令業務の共同化の検討を慎重に行うことを求める陳情　　　　　　  （総務建設常任委員会）

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
減
額
措
置
の
廃
止
及
び

国
庫
負
担
率
の
引
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
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横須賀市・三浦市消防指令センター横須賀市・三浦市消防指令センター

守屋亘弘
「
労
使
交
渉
に
関
す
る
確
認
書
」
は
破
棄
す
べ
き

町
長

必
要
な
修
正
で
提
案
す
る

近藤昇一

消
防
指
令
台
共
同
運
営
は
広
域
化
に
つ
な
が
る
の
で
は

町
長

現
状
で
は
考
え
て
い
な
い

問 
　
私
の
考
え
で
は
、
当
時

の
森
英
二
町
長
の
大
失
策
を

２
点
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
１

点
は
「
ご
み
裁
判
」
を
引
き

起
こ
し
た
こ
と
。
も
う
１
点

は
「
労
使
交
渉
に
関
す
る
確

認
書
」
を
締
結
し
た
こ
と
だ
。

問 

　
横
須
賀
市
・
三
浦
市

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
化

に
つ
い
て
、
広
域
化
へ
の
懸

念
は
な
い
の
か
。

本
確
認
書
は
組
合
サ
イ
ド
に

有
利
な
片
務
契
約
で
あ
る
。

　本
確
認
書
の
第
７
条
で
、

こ
の
有
効
期
限
は
３
年
と
す

る
と
あ
る
。
前
回
か
ら
の
期

限
が
本
年
10
月
末
日
を
も
っ

て
切
れ
る
。
規
定
上
そ
の
90

日
前
ま
で
に
町
長
サ
イ
ド
か

ら
こ
れ
を
破
棄
す
る
と
い
う

意
思
表
示
を
す
れ
ば
、
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

町
長

　本
確
認
書
は
、
当
時

の
町
長
と
労
働
組
合
間
で
取

り
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
労

使
交
渉
に
係
る
諸
事
項
を
規

定
し
て
い
る
。
組
合
と
の
紳

士
的
・
道
義
的
な
約
束
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と

理
解
し
て
お
り
、
一
部
の
文

言
等
に
修
正
は
必
要
で
あ
る

が
、
確
認
書
自
体
の
存
在
を

否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

　本
年
11
月
に
は
本
確
認
書

の
更
新
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

双
方
で
の
協
議
の
中
で
必
要

な
修
正
を
提
案
し
た
い
。

　現
状
組
合
と
の
協
定
が
あ

る
以
上
、
一
方
的
に
破
棄
す

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

中
で
、
文
言
修
正
等
を
し
て

お
互
い
に
フ
ェ
ア
な
内
容
に

す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

問

　町
と
職
員
組
合
と
の
取

り
決
め
書
も
是
非
公
開
し
て

し
か
る
べ
き
。

町
長

　私
見
と
し
て
だ
が
、

組
合
等
に
拘
ら
ず
行
政
が
現

状
行
っ
て
い
る
業
務
で
の
公

式
書
類
は
公
開
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
作
成
す
る
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
。
組
合
の

町
長

　広
域
化
に
つ
い
て
議

論
を
し
た
こ
と
も
、
提
言
さ

れ
た
こ
と
も
な
い
。
現
状
で

は
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

話
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問

　平
成
17
年
７
月
15
日
付
、

消
防
次
長
通
知
、
消
防
救
急

無
線
の
広
域
化
・
共
同
化
及

び
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運

用
の
推
進
に
つ
い
て
で
、
指

令
台
の
共
同
化
後
、
広
域
再

編
の
推
進
方
針
に
つ
い
て
改

め
て
示
す
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
22
年
９
月
に

出
さ
れ
た
、
三
浦
半
島
３
市

１
町
の
消
防
の
広
域
化
検
討

結
果
報
告
書
の
最
後
に
、「
三

浦
半
島
地
区
と
し
て
の
方
向

性
で
は
、
消
防
指
令
業
務
の

共
同
運
用
を
将
来
を
見
据
え

た
広
域
連
携
の
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
妥
当
」
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
で
も
広
域
化
の

こ
と
は
考
え
な
い
の
か
。

町
長

　消
防
力
の
提
供
が
低

下
す
る
こ
と
が
前
提
の
議
論

な
ら
、
議
論
に
加
わ
る
こ
と

も
必
要
な
い
と
思
う
。

問

　将
来
、
広
域
に
参
加
し

な
く
て
も
共
同
指
令
台
は
利

用
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
。

町
長

　答
え
ら
れ
な
い
。

問

　現
在
、
葉
山
は
富
士
通

を
使
用
。
横
須
賀
・
三
浦
は

Ｎ
Ｅ
Ｃ
だ
が
、
機
器
メ
ー
カ

ー
の
比
較
検
討
は
し
た
の
か
。

町
長

　既
に
運
用
し
て
い
る

機
器
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

費
用
の
低
減
が
図
れ
る
の
で
、

町
独
自
で
検
討
は
し
な
い
。

問

　町
民
へ
の
説
明
は
。

町
長

　適
時「
広
報
は
や
ま
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

し
、
５
月
に
か
け
て
パ
ブ
コ

メ
を
行
う
。

確
認
な
く
と
も
提
供
は
可
能

だ
ろ
う
。
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問　

予
測
さ
れ
る
首
都
直
下

型
地
震
に
政
府
は
緊
急
対
策

区
域
と
し
て
神
奈
川
県
全
域

を
初
め
10
都
県
308
市
区
町
村

を
指
定
し
た
。
町
で
は
海
抜

20
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点
に

誘
導
、
避
難
と
い
う
計
画
だ

が
、
当
町
は
４
キ
ロ
に
及
ぶ

海
岸
に
面
し
て
山
を
背
負
う

地
形
が
多
い
。
三
ヶ
岡
山
は

県
の
所
有
だ
が
、
直
接
山
へ

登
る
津
波
避
難
路
の
整
備
を
。

町
長

　県
の
所
有
が
大
部
分

の
場
所
な
の
で
神
奈
川
県
へ

避
難
路
の
整
備
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。
な
お
民
間
の
土

地
も
含
ま
れ
る
の
で
、
ご
協

力
等
い
た
だ
き
な
が
ら
町
も

そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
考
え
た
い
。

問

　２
月
半
ば
の
大
雪
は
、

畑中由喜子

三
ヶ
岡
山
へ
登
る
津
波
避
難
路
の
整
備
が
望
ま
れ
る
が

町
長
県
へ
避
難
路
の
整
備
を
要
望
し
て
い
き
た
い

問　

公
共
施
設
白
書
策
定
か

ら
見
え
た
課
題
、
そ
の
後
の

計
画
策
定
は
。
公
共
施
設
の

状
況
を
町
民
に
情
報
提
供
を
。

町
長

　本
町
の
公
共
施
設
の

半
数
が
築
30
年
を
経
過
。
維

持
補
修
に
相
当
の
経
費
が
必

要
と
な
る
。
将
来
の
財
政
負

担
軽
減
の
た
め
、
施
設
の
あ

り
方
も
含
め
、
27
年
度
に
公

共
施
設
保
全
計
画
等
の
検
討

に
入
る
。

問

　公
共
施
設
白
書
か
ら
除

い
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

維
持
補
修
等
の
計
画
策
定
は
。

町
長

　本
年
中
に
葉
山
と
共

同
で
ご
み
処
理
を
し
て
い
た

だ
け
る
自
治
体
が
な
い
か
打

診
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

方
向
性
も
示
し
た
い
。

問

　ご
み
戸
別
収
集
に
要
す

横山すみ子

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
の
対
策
は

町
長
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
増
床
を
考
え
る

坂
道
の
多
い
当
町
で
は
交
通

へ
の
影
響
は
多
大
で
あ
っ
た
。

今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災

害
へ
の
備
え
が
必
要
で
は
。

町
長

　今
後
、
関
係
機
関
と

雪
害
対
策
の
情
報
等
を
交
換

し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

要
望
の
あ
っ
た
凍
結
防
止
剤

は
保
存
が
非
常
に
難
し
く
、

撒
い
た
後
の
副
作
用
も
あ
り
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　芝
崎
の
造

成
地
で
は
以
前

か
ら
荒
天
時
に

は
た
び
た
び
波

が
上
が
り
、
建

物
に
被
害
が
及

ん
で
い
る
。
此

の
度
南
側
は
よ

う
や
く
県
が
対

策
工
事
に
着
手

す
る
が
、
北
側

の
漁
港
区
域
内

は
葉
山
町
の
管

理
区
域
で
、
県

の
整
備
区
域
に

は
含
ま
れ
な
い
。
町
も
早
急

に
対
応
す
べ
き
で
は
。

町
長

　同
じ
よ
う
に
継
続
的

に
行
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と

考
え
る
が
、
国
・
県
等
の
力

添
え
が
必
要
。
で
き
れ
ば
連

動
し
て
工
事
を
行
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　下
水
道
事

業
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り

る
総
経
費
を
戸
別
収
集
の
説

明
会
で
町
民
に
説
明
す
べ
き

で
あ
る
。
ご
み
の
戸
別
収
集

は
町
民
か
ら
の
要
望
で
は
な

く
、
町
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。

町
長

　総
括
質
問
で
ご
指
摘

も
あ
り
、
戸
別
収
集
経
費
面

等
の
説
明
が
入
っ
た
資
料
で

来
週
か
ら
の
説
明
会
に
臨
む
。

問

　ご
み
処
理
基
本
計
画
の

改
定
案
に
は
、
ご
み
量
や
経

費
削
減
の
目
標

値
を
わ
か
り
や

す
く
入
れ
る
べ

き
。

町
長

　近
隣
自

治
体
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
の
状
況
を

年
内
に
示
す
。

ま
た
策
定
中
の

第
四
次
総
合
計

画
と
の
整
合
で

見
直
し
も
必
要
。

問

　特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
入

所
待
機
者
が
25
年
10
月
現
在

162
人
。
そ
の
改
善
策
を
。

町
長

　第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
、
増
床
を
検
討
。

問

　100
人
規
模
で
あ
れ
ば
、

新
規
も
考
え
る
べ
き
。

町
長

　施
設
整
備
は
介
護
保

険
料
の
上
昇
に
も
つ
な
が
る

が
、
26
年
度
中
に
策
定
委
員

の
結
論
を
待
ち
、
決
定
す
る
。

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム

三ヶ岡山三ヶ岡山
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問　

予
測
さ
れ
る
首
都
直
下

型
地
震
に
政
府
は
緊
急
対
策

区
域
と
し
て
神
奈
川
県
全
域

を
初
め
10
都
県
308
市
区
町
村

を
指
定
し
た
。
町
で
は
海
抜

20
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点
に

誘
導
、
避
難
と
い
う
計
画
だ

が
、
当
町
は
４
キ
ロ
に
及
ぶ

海
岸
に
面
し
て
山
を
背
負
う

地
形
が
多
い
。
三
ヶ
岡
山
は

県
の
所
有
だ
が
、
直
接
山
へ

登
る
津
波
避
難
路
の
整
備
を
。

町
長

　県
の
所
有
が
大
部
分

の
場
所
な
の
で
神
奈
川
県
へ

避
難
路
の
整
備
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。
な
お
民
間
の
土

地
も
含
ま
れ
る
の
で
、
ご
協

力
等
い
た
だ
き
な
が
ら
町
も

そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
考
え
た
い
。

問

　２
月
半
ば
の
大
雪
は
、

畑中由喜子

三
ヶ
岡
山
へ
登
る
津
波
避
難
路
の
整
備
が
望
ま
れ
る
が

町
長
県
へ
避
難
路
の
整
備
を
要
望
し
て
い
き
た
い

問　

公
共
施
設
白
書
策
定
か

ら
見
え
た
課
題
、
そ
の
後
の

計
画
策
定
は
。
公
共
施
設
の

状
況
を
町
民
に
情
報
提
供
を
。

町
長

　本
町
の
公
共
施
設
の

半
数
が
築
30
年
を
経
過
。
維

持
補
修
に
相
当
の
経
費
が
必

要
と
な
る
。
将
来
の
財
政
負

担
軽
減
の
た
め
、
施
設
の
あ

り
方
も
含
め
、
27
年
度
に
公

共
施
設
保
全
計
画
等
の
検
討

に
入
る
。

問

　公
共
施
設
白
書
か
ら
除

い
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

維
持
補
修
等
の
計
画
策
定
は
。

町
長

　本
年
中
に
葉
山
と
共

同
で
ご
み
処
理
を
し
て
い
た

だ
け
る
自
治
体
が
な
い
か
打

診
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

方
向
性
も
示
し
た
い
。

問

　ご
み
戸
別
収
集
に
要
す

横山すみ子

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
の
対
策
は

町
長
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
増
床
を
考
え
る

坂
道
の
多
い
当
町
で
は
交
通

へ
の
影
響
は
多
大
で
あ
っ
た
。

今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災

害
へ
の
備
え
が
必
要
で
は
。

町
長

　今
後
、
関
係
機
関
と

雪
害
対
策
の
情
報
等
を
交
換

し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

要
望
の
あ
っ
た
凍
結
防
止
剤

は
保
存
が
非
常
に
難
し
く
、

撒
い
た
後
の
副
作
用
も
あ
り
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　芝
崎
の
造

成
地
で
は
以
前

か
ら
荒
天
時
に

は
た
び
た
び
波

が
上
が
り
、
建

物
に
被
害
が
及

ん
で
い
る
。
此

の
度
南
側
は
よ

う
や
く
県
が
対

策
工
事
に
着
手

す
る
が
、
北
側

の
漁
港
区
域
内

は
葉
山
町
の
管

理
区
域
で
、
県

の
整
備
区
域
に

は
含
ま
れ
な
い
。
町
も
早
急

に
対
応
す
べ
き
で
は
。

町
長

　同
じ
よ
う
に
継
続
的

に
行
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と

考
え
る
が
、
国
・
県
等
の
力

添
え
が
必
要
。
で
き
れ
ば
連

動
し
て
工
事
を
行
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　下
水
道
事

業
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り

る
総
経
費
を
戸
別
収
集
の
説

明
会
で
町
民
に
説
明
す
べ
き

で
あ
る
。
ご
み
の
戸
別
収
集

は
町
民
か
ら
の
要
望
で
は
な

く
、
町
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。

町
長

　総
括
質
問
で
ご
指
摘

も
あ
り
、
戸
別
収
集
経
費
面

等
の
説
明
が
入
っ
た
資
料
で

来
週
か
ら
の
説
明
会
に
臨
む
。

問

　ご
み
処
理
基
本
計
画
の

改
定
案
に
は
、
ご
み
量
や
経

費
削
減
の
目
標

値
を
わ
か
り
や

す
く
入
れ
る
べ

き
。

町
長

　近
隣
自

治
体
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
の
状
況
を

年
内
に
示
す
。

ま
た
策
定
中
の

第
四
次
総
合
計

画
と
の
整
合
で

見
直
し
も
必
要
。

問

　特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
入

所
待
機
者
が
25
年
10
月
現
在

162
人
。
そ
の
改
善
策
を
。

町
長

　第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
、
増
床
を
検
討
。

問

　100
人
規
模
で
あ
れ
ば
、

新
規
も
考
え
る
べ
き
。

町
長

　施
設
整
備
は
介
護
保

険
料
の
上
昇
に
も
つ
な
が
る

が
、
26
年
度
中
に
策
定
委
員

の
結
論
を
待
ち
、
決
定
す
る
。

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム

三ヶ岡山三ヶ岡山
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一 般 質 問

問 

　
新
生
児
全
戸
訪
問
事
業

に
つ
い
て
、
現
状
は
ど
う
か
。

町
長

　保
健
師
等
の
専
門
職

が
訪
問
し
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
成
で
き
る
環
境
整
備

を
目
的
に
平
成
18
年
よ
り
実

施
し
て
い
る
。

問

　子
育
て
は
地
域
全
体
で

の
支
援
体
制
作
り
が
必
要
で

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
同

行
も
必
要
で
は
な
い
の
か
。

町
長

　専
門
職
の
訪
問
事
業

で
あ
り
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
地
域
の
方
と
の
顔
つ

な
ぎ
は
絶
対
に
必
要
だ
。
課

題
と
し
て
協
議
し
て
い
く
。

問

　放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
置
き

場
の
よ
う
な
所
も
あ
る
。
よ

り
充
実
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

　27
年
度
の
子
ど
も
子

鈴木道子

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
補
助
で
早
期
発
見
・
治
療
促
進
を

町
長

逗
子
市
長
・
医
師
会
と
話
し
進
め
る

問

　
保
育
園
建
設
の
今
後
の

計
画
は
ど
う
か
。 

保
健
福
祉
部
長

　現
在
運
営

法
人
の
公
募
中
で
あ
る
。
法

人
を
審
査
し
、
確
定
し
た
場

合
に
は
、
国
の
関
東
財
務
局

と
調
整
を
し
な
が
ら
事
務
の

処
理
に
当
た
っ
て
い
く
。

問

　町
長
は
、
計
画
を
見
て
、

26
年
度
中
に
建
設
が
終
わ
る

と
判
断
し
た
の
か
。 

町
長

　町
と
し
て
、
ま
だ
計

画
を
定
め
て
い
な
い
。

問

　建
物
の
解
体
、
保
育
園

の
建
設
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

何
カ
月
か
か
る
の
か
。 

町
長

　私
は
、
専
門
家
で
は

な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

問

　保
育
園
予
定
地
の
前
の

道
は
学
生
が
、
朝
通
う
道
に

な
っ
て
い
る
。
丁
寧
な
住
民

中村文彦

保
育
園
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
意
気
込
み
を
聞
き
た
い

町
長

今
の
公
募
の
条
件
の
中
で
公
募
し
た
い

育
て
会
議
等
の
結
論
を
踏
ま

え
、
判
断
し
て
い
く
。

問

　胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
補

助
に
つ
い
て
、
逗
葉
医
師
会

と
の
協
議
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

　年
２
回
の

協
議
を
し
て
い
る
。
医
師
会

の
意
向
は
、
で
き
る
限
り
協

力
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

だ
。
実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

問

　町
長
自
身

が
逗
子
市
長
と

連
携
し
動
く
べ

き
だ
。
其
の
意

思
は
あ
る
か
。

町
長

　逗
子
市

長
や
逗
葉
医
師

会
と
本
議
会
後

に
し
っ
か
り
話

し
て
い
く
。

問

　４
月
23
日

の
「
子
ど
も
読

書
の
日
」
の
企

画
は
。

教
育
部
長

　５

月
12
日
ま
で
が

読
書
週
間
の
位
置
付
け
だ
。

朝
読
や
読
み
聞
か
せ
で
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

　湘
南
国
際
村
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
管
理
事
業
に
つ
い
て

町
長
自
身
が
ト
ッ
プ
外
交
で

動
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

町
長

　第
一
三
共
に
お
礼
に

行
き
、
慎
重
に
話
を
す
る
。

へ
の
説
明
が
必
要
だ
。

町
長

　町
で
計
画
が
ま
と
ま

り
次
第
、
向
原
、
元
町
、
森

戸
町
内
会
へ
知
ら
せ
る
。

問

　現
状
で
法
人
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
等
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
長

　現
在
、
２

法
人
が
相
談
に
来
て
い
る
。

問

　
前
回
も
２
団
体
か
ら
問

い
合
わ
せ
は
あ
っ
て
、
う
ま

く
い
っ
て
な
い
が
、
町
長
は

対
策
を
何
か
お
考
え
か
。

町
長

　今
回
、

国
に
て
土
地

の
借
り
受
け

に
つ
い
て
話

し
を
ま
と
め

て
い
る
。
ま

た
、
国
の
補

助
金
の
メ
ニ

ュ
ー
な
ど
も

出
て
い
る
の

で
公
募
の
団

体
と
成
約
し

た
い
。 

問  

こ
れ
か
ら

子
育
て
支
援
は
、
各
自
治
体

間
の
競
争
と
な
る
。
一
斉
に

国
の
方
針
も
出
て
、
葉
山
町

だ
け
が
何
も
手
を
つ
け
な
い

で
、
た
だ
国
か
ら
の
事
業
だ

け
で
な
く
、
町
と
し
て
の
何

ら
か
の
対
策
を
と
っ
て
、
積

極
的
に
誘
致
す
る
意
気
込
み

を
聞
き
た
い
。

町
長

　今
の
公
募
の
条
件
の

中
で
公
募
し
た
い
。

湘南国際村グリーンパーク湘南国際村グリーンパーク
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一 般 質 問一 般 質 問

問 

　
津
波
対
策
に
つ
い
て

町
長

　最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
み
、
恒
久
的
な
課
題

と
し
て
人
的
被
害
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
対
応
す
る
。

問

　海
抜
表
示
板
の
設
置
状

況
を
伺
う
。

町
長

　沿
岸
付
近
の
電
柱
に

100
カ
所
と
ス
テ
ッ
カ
ー
で
35

枚
表
示
し
て
い
る
。
各
小
・

中
学
校
６
校
も
含
む
。

問

　衆
議
院
葉
山
保
養
所
跡

地
の
土
地
に
関
し
て
町
内
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
施

設
を
作
る
よ
う
な
話
を
協
議

さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

町
長

　か
さ
上
げ
を
し
て
と

言
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
協

議
を
し
た
こ
と
は
な
い
。

問

　地
域
の
価
値
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
場
所
、
第
五

荒井直彦

津
波
対
策
に
つ
い
て

町
長

人
的
被
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
対
応
す
る

問

　
10
年
後
の
予
測
で
は
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
数
が
著

し
く
、
町
税
確
保
策
に
町
内

未
利
用
地
の
住
宅
建
設
可
能

軒
数
や
新
た
な
財
源
確
保
策

と
転
出
防
止
策
。
現
状
規
模

人
口
を
維
持
す
べ
き
。
維
持

し
た
い
が
減
少
も
や
む
な
し

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
78
％

を
示
し
た
。
町
民
が
希
望
す

る
人
口
問
題
の
施
策
は
。

町
長

　財
政
面
か
ら
も
人
口

維
持
は
必
要
。
生
産
年
齢
人

口
の
流
入
促
進
策
の
一
つ
と

し
て
、
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
育
て
る
環
境
整
備
と
交

通
環
境
の
充
実
を
進
め
、
空

き
家
が
出
れ
ば
新
世
代
に
継

承
等
、
減
少
分
の
流
入
人
口

を
確
保
す
る
。
さ
ら
に
近
隣

に
劣
る
保
育
園
の
新
規
増
設

笠原俊一

総
合
計
画
策
定
に
向
け
職
員
へ
の
配
慮
は

職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る

町
長

町
内
会
214
世
帯
の
避
難
所
に

な
る
と
思
う
が
。

町
長

　防
災
と
い
う
観
点
で

お
話
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で

な
く
、
地
域
の
環
境
に
あ
っ

た
景
観
と
い
う
も
の
を
保
持

し
て
い
た
だ
き
た
い
要
望
を

頂
き
、
関
東
財
務
局
に
、
提

出
し
て
い
る
。

問

　こ
の
土
地
は
借
り
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

町
長

　借
地
は
可
能
だ
と
思

う
。

問

　町
民
体
育
館
に
つ
い
て

教
育
部
長

　学
校
施
設
と
は

異
な
り
、
平
日
で
あ
っ
て
も

広
く
町
民
が
利
用
で
き
る
施

設
で
あ
り
、
健
康
増
進
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
も

効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
の
対
応
に
関
し
て

は
、慎
重
に
判
断
し
て
行
く
。

問

　神
奈
川
県
内
33
市
町
村

で
町
民
体
育
館
を
設
置
さ
れ

て
な
い
市
町
村
は
あ
る
か
。

教
育
部
長

　葉
山
町
を
含
め

大
磯
町
と
清
川
村
の
３
町
村

で
あ
る
。

と
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育

て
ら
れ
る
学
童
保
育
の
充
実

や
中
学
校
給
食
も
検
討
す
る
。

ま
た
、
自
然
環
境
を
維
持
し

暮
ら
し
易
さ
や
生
き
が
い
等

町
全
体
の
魅
力
の
向
上
。
町

民
や
町
外
の
方
に
も
本
町
の

魅
力
を
積
極
的
に
情
報
発
信

し
各
世
代
の
方
が
求
め
る
住

み
た
い
町
施
策
を
講
ず
る
。

問

　約
２
千
人
規
模
の
人
口

維
持
の
た
め
空

き
家
対
策
以
外

に
も
建
築
可
能

な
未
利
用
地
利

用
計
画
は
。

町
長

　調
査
上

で
未
利
用
地
は

あ
る
が
、
緑
地

や
景
観
を
優
先

し
現
状
宅
地
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
等
で
継
続
的

に
住
む
方
向
で

活
用
し
た
い
。

都
市
経
済
部
長

　町
平
均
の

117
平
米
の
家
屋
を
容
積
率
80

％
で
計
算
し
、
敷
地
を
147
平

米
と
計
算
。
空
地
の
基
礎
的

な
デ
ー
タ
か
ら
は
２
３
０
０

軒
建
つ
。
市
街
化
区
域
の
一

色
で
720
軒
、
長
柄
が
700
軒
、

下
山
口
が
580
軒
、
堀
内
が
300

軒
あ
る
が
施
策
と
し
て
の
発

言
は
控
え
た
い
。

衆議院葉山保養所跡地衆議院葉山保養所跡地
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問 

　
津
波
対
策
に
つ
い
て

町
長

　最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
み
、
恒
久
的
な
課
題

と
し
て
人
的
被
害
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
対
応
す
る
。

問

　海
抜
表
示
板
の
設
置
状

況
を
伺
う
。

町
長

　沿
岸
付
近
の
電
柱
に

100
カ
所
と
ス
テ
ッ
カ
ー
で
35

枚
表
示
し
て
い
る
。
各
小
・

中
学
校
６
校
も
含
む
。

問

　衆
議
院
葉
山
保
養
所
跡

地
の
土
地
に
関
し
て
町
内
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
施

設
を
作
る
よ
う
な
話
を
協
議

さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

町
長

　か
さ
上
げ
を
し
て
と

言
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
協

議
を
し
た
こ
と
は
な
い
。

問

　地
域
の
価
値
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
場
所
、
第
五

荒井直彦

津
波
対
策
に
つ
い
て

町
長

人
的
被
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
対
応
す
る

問

　
10
年
後
の
予
測
で
は
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
数
が
著

し
く
、
町
税
確
保
策
に
町
内

未
利
用
地
の
住
宅
建
設
可
能

軒
数
や
新
た
な
財
源
確
保
策

と
転
出
防
止
策
。
現
状
規
模

人
口
を
維
持
す
べ
き
。
維
持

し
た
い
が
減
少
も
や
む
な
し

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
78
％

を
示
し
た
。
町
民
が
希
望
す

る
人
口
問
題
の
施
策
は
。

町
長

　財
政
面
か
ら
も
人
口

維
持
は
必
要
。
生
産
年
齢
人

口
の
流
入
促
進
策
の
一
つ
と

し
て
、
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
育
て
る
環
境
整
備
と
交

通
環
境
の
充
実
を
進
め
、
空

き
家
が
出
れ
ば
新
世
代
に
継

承
等
、
減
少
分
の
流
入
人
口

を
確
保
す
る
。
さ
ら
に
近
隣

に
劣
る
保
育
園
の
新
規
増
設

笠原俊一

総
合
計
画
策
定
に
向
け
職
員
へ
の
配
慮
は

職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る

町
長

町
内
会
214
世
帯
の
避
難
所
に

な
る
と
思
う
が
。

町
長

　防
災
と
い
う
観
点
で

お
話
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で

な
く
、
地
域
の
環
境
に
あ
っ

た
景
観
と
い
う
も
の
を
保
持

し
て
い
た
だ
き
た
い
要
望
を

頂
き
、
関
東
財
務
局
に
、
提

出
し
て
い
る
。

問

　こ
の
土
地
は
借
り
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

町
長

　借
地
は
可
能
だ
と
思

う
。

問

　町
民
体
育
館
に
つ
い
て

教
育
部
長

　学
校
施
設
と
は

異
な
り
、
平
日
で
あ
っ
て
も

広
く
町
民
が
利
用
で
き
る
施

設
で
あ
り
、
健
康
増
進
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
も

効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
の
対
応
に
関
し
て

は
、慎
重
に
判
断
し
て
行
く
。

問

　神
奈
川
県
内
33
市
町
村

で
町
民
体
育
館
を
設
置
さ
れ

て
な
い
市
町
村
は
あ
る
か
。

教
育
部
長

　葉
山
町
を
含
め

大
磯
町
と
清
川
村
の
３
町
村

で
あ
る
。

と
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育

て
ら
れ
る
学
童
保
育
の
充
実

や
中
学
校
給
食
も
検
討
す
る
。

ま
た
、
自
然
環
境
を
維
持
し

暮
ら
し
易
さ
や
生
き
が
い
等

町
全
体
の
魅
力
の
向
上
。
町

民
や
町
外
の
方
に
も
本
町
の

魅
力
を
積
極
的
に
情
報
発
信

し
各
世
代
の
方
が
求
め
る
住

み
た
い
町
施
策
を
講
ず
る
。

問

　約
２
千
人
規
模
の
人
口

維
持
の
た
め
空

き
家
対
策
以
外

に
も
建
築
可
能

な
未
利
用
地
利

用
計
画
は
。

町
長

　調
査
上

で
未
利
用
地
は

あ
る
が
、
緑
地

や
景
観
を
優
先

し
現
状
宅
地
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
等
で
継
続
的

に
住
む
方
向
で

活
用
し
た
い
。

都
市
経
済
部
長

　町
平
均
の

117
平
米
の
家
屋
を
容
積
率
80

％
で
計
算
し
、
敷
地
を
147
平

米
と
計
算
。
空
地
の
基
礎
的

な
デ
ー
タ
か
ら
は
２
３
０
０

軒
建
つ
。
市
街
化
区
域
の
一

色
で
720
軒
、
長
柄
が
700
軒
、

下
山
口
が
580
軒
、
堀
内
が
300

軒
あ
る
が
施
策
と
し
て
の
発

言
は
控
え
た
い
。

衆議院葉山保養所跡地衆議院葉山保養所跡地
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問 

　
先
進
的
に
発
達
支
援

の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
き
た

「
葉
山
町
た
ん
ぽ
ぽ
教
室
」

の
運
営
を
、
人
員
や
事
業
の

拡
充
を
含
め
、
今
後
ど
の
よ

う
に
事
業
展
開
を
図
る
の
か
。

町
長

　現
行
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
十
分

な
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
人
員
等
限
ら
れ
た

制
限
が
あ
る
が
、
引
き
続
き

体
制
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

問

　京
都
府
舞
鶴
市
で
は
同

等
の
施
設
を
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
し
て
い
る
。
市
は

社
協
の
正
職
員
の
人
件
費
を
、

補
助
金
と
し
て
支
出
し
、
運

営
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
が
。

町
長

　町
直
営
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
保
育
園
や
小
学
校
な
ど

公
的
機
関
同
士
が
関
わ
れ
る

待寺真司

旧
役
場
跡
地
に
バ
ス
ベ
イ
設
置
を

町
長
興
味
を
す
ご
く
強
く
持
っ
て
注
目
し
て
い
る

問

　
町
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
入
所
待
機
者
が

162
人
い
る
。
自
宅
で
の
介
護

が
限
界
に
な
っ
て
い
る
人
達

が
最
後
に
頼
る
所
だ
。
深
刻

な
問
題
だ
が
、
葉
山
在
住
者

に
限
る
と
年
間
30
人
位
し
か

入
所
で
き
て
い
な
い
。
現
在

の
計
画
で
は
新
し
い
施
設
は

作
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
第

６
期
計
画
（
27
年
度
〜
29
年

度
）
で
は
ど
う
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

　今
の
２
施

設
で
は
待
機
者
に
対
応
は
不

可
能
な
の
で
、
補
助
金
を
出

す
県
と
の
協
議
を
経
た
上
で

６
期
の
計
画
に
は
、
そ
の
増

床
又
は
新
設
計
画
に
つ
い
て

進
め
て
行
き
た
い
と
運
営
委

員
会
に
諮
っ
て
い
る
。

問

　葉
山
町
で
は
統
計
的
に

田中孝男

待
機
児
童
な
ら
ぬ
待
機
老
人
対
策
は

保
健
福
祉
部
長

次
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
対
応
す
る

こ
と
だ
。
民
間
の
活
力
を
利

用
し
て
、
様
々
な
工
夫
等
で

サ
ー
ビ
ス
が
手
厚
く
な
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
今
後
の

課
題
と
し
て
受
け
止
め
る
。

問

　第
四
次
総
合
計
画
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
自
由
意
見

で
は
、
交
通
施
策
に
関
す
る

記
述
が
一
番
多
く
、「
バ
ス

停
に
屋
根
や
ベ
ン
チ
の
設
置

を
」
と
、
町
長
選
挙
公
約
と

同
じ
意
見
が
あ
る
が
進
展
は
。

町
長

　大
変
つ
ま
ず
い
て
お

り
、
形
に
な
っ
て
い
な
く
て

申
し
訳
な
い
が
、
道
路
構
造

上
占
有
物
を
作
る
こ
と
が
難

し
い
の
が
現
状
だ
。
バ
ス
運

行
の
改
善
に
も
努
め
て
い
く
。

問

　旧
役
場
前
の
上
り
バ
ス

停
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

町
内
会
館
の
話
も
出
た
が
、

旧
役
場
跡
地
を
活
用
し
て
バ

ス
ベ
イ
を
考
え
る
時
期
だ
が
。

町
長

　大
変
優
先
順
位
が
高

く
、
町
で
主
体
的
に
取
り
組

め
る
場
所
だ
。
関
係
機
関
の

協
力
を
得
つ
つ
形
に
し
た
い
。

興
味
を
す
ご
く
強
く
持
っ
て

注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

も
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
高
齢
者
の
比
率
が
高
く

元
気
な
年
寄
り
が
多
い
。

　施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

に
対
す
る
介
護
保
険
の
給
付

額
は
一
人
年
間
300
万
円
強
で

総
給
付
額
は
24
億
円
だ
。

　元
気
な
高
齢
者
が
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を

実
践
し
、
介
護
認
定
を
受
け

る
様
に
な
る
の

を
３
年
で
も
５

年
で
も
遅
ら
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、

町
に
と
っ
て
も
本

人
に
と
っ
て
も
喜

ば
し
い
こ
と
と
な

る
。
こ
の
た
め
の

投
資
は
と
て
も
有

効
だ
と
思
う
が
。

　運
動
を
し
て
老

化
を
防
止
し
た
く

て
も
葉
山
で
で
き

る
こ
と
は
歩
く
こ

と
く
ら
い
だ
。
総

合
体
育
館
が
無
い

市
町
村
は
県
内
に
３
町
村
の

み
だ
。
施
設
を
考
え
な
い
か
。

町
長

　介
護
予
防
の
視
点
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
よ

う
な
施
設
を
大
き
く
考
え
て

行
く
こ
と
は
可
能
だ
が
、
総

合
体
育
館
の
話
を
す
る
に
は

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
行
く
べ

き
だ
と
思
う
。

一 般 質 問一 般 質 問

旧役場跡地旧役場跡地
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一 般 質 問一 般 質 問

問 

　
津
波
避
難
ビ
ル
に
簡
易

ト
イ
レ
や
初
期
消
火
ホ
ー
ス

キ
ッ
ト
を
配
備
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長

　簡
易
ト
イ
レ
の

必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

消
防
キ
ッ
ト
も
、
検
討
課
題

と
す
る
。

問

　葉
山
町
内
で
避
難
困
難

地
域
は
存
在
す
る
の
か
。

総
務
部
長

　最
長
500
ｍ
以
内

に
す
べ
て
の
地
域
が
津
波
か

ら
海
抜
20
m
以
上
の
到
達
点

に
避
難
で
き
る
こ
と
か
ら
、

町
内
で
避
難
困
難
地
域
は
存

在
し
な
い
。

問

　防
災
行
政
無
線
の
17
時

の
チ
ャ
イ
ム
が
「
赤
い
河
の

谷
間
」
に
変
更
さ
れ
て
か
ら

聞
き
づ
ら
く
な
い
か
。

総
務
部
長

　到
達
、
不
具
合

等
を
調
整
し
最
終
チ
ェ
ッ
ク

土佐洋子

初
動
時
30
分
単
位
の
行
動
な
ど

見
直
さ
れ
た
防
災
対
策
の
考
え
方
は

町
長

問

　
中
学
校
給
食
拡
大
検
討

委
員
会
の
答
申
は
。

教
育
部
長

　や
る
方
向
だ
。

問

　大
阪
市
は
、
温
か
い
ご

飯
と
冷
た
い
お
か
ず
を
届
け

る
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
を
採
用

し
、
利
用
率
が
10
％
と
低
迷
。

委
員
会
で
小
学
校
校
長
の
話

に
「
食
育
の
観
点
か
ら
も
自

校
式
が
望
ま
し
い
」
と
あ
る
。

中
学
校
の
実
施
の
方
向
性
は
。

教
育
部
長

　委
員
会
内
で
十

分
に
議
論
し
、
葉
山
に
ふ
さ

わ
し
い
中
学
校
給
食
の
方
向

性
を
見
い
出
し
た
。

問

　葉
山
は
元
気
な
高
齢
者

が
多
く
、
そ
の
方
々
に
も
見

え
る
高
齢
者
福
祉
の
施
策
は
。

町
長

　他
自
治
体
の
事
例
も

踏
ま
え
考
え
て
い
る
。

　

問

　町
で
講
演
会
を
行
っ
た

窪田美樹

中
学
校
給
食
拡
大
検
討
委
員
会
の
答
申
は

教
育
部
長

を
し
て
い
く
。

問

　町
は
海
抜
表
示
だ
が
、

県
が
標
高
表
示
を
設
置
し
た
。

統
一
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

総
務
部
長

　取
り
替
え
、
更

新
等
の
と
き
、
県
と
の
協
議

を
進
め
て
い
く
。

問

　消
防
団
の
強
化
で
、
水

防
訓
練
と
は
何
か
。
ま
た
、

行
っ
て
い
る
の
か
。

消
防
長

　津
波
の
備
え
だ
が
、

今
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。

問

　福
祉
文
化
会

館
を
遺
体
収
容
施

設
で
は
な
く
避
難

所
に
指
定
で
き
な

い
の
か
。

総
務
部
長

　風
水

害
災
害
時
等
で
は

自
主
避
難
場
所
と

し
て
指
定
し
て
い

る
の
で
、
全
く
使

え
な
い
と
い
う
状

況
に
は
な
い
。

問

　旧
役
場
跡
地

を
防
災
・
福
祉
の
拠
点
な
ど

の
複
合
施
設
と
し
て
利
用
す

る
べ
き
。

町
長

　町
内
会
館
、
一
時
避

難
場
所
と
し
て
考
え
る
こ
と

は
十
分
可
能
。

問

　聴
覚
や
言
語
に
障
害
の

あ
る
方
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
W
e
b
119
の
利
用
開
始
は

い
つ
か
ら
か
。

消
防
長

　５
月
の
予
定
。

認
知
症
検
診
を
推
奨
し
、
早

期
発
見
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

町
長

　効
果
的
な
も
の
に
取

り
組
む
姿
勢
は
持
っ
て
い
き

た
い
。
可
能
か
情
報
を
得
る
。

問

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
り

に
く
く
、
相
談
し
や
す
い
場

所
に
な
い
。
移
転
の
考
え
は
。

町
長

　施
設
整
備
と
合
わ
せ

て
今
後
の
課
題
だ
。

問

　災
害
時
要

援
護
者
の
登
録

率
が
約
60
％
に

止
ま
っ
て
い
る
。

学
習
会
を
行
う

な
ど
周
知
の
方

法
を
変
え
て
は
。

保
健
福
祉
部
長

　地
域
の
方
に

説
明
い
た
だ
き
、

登
録
・
周
知
を

図
る
。

問

　原
発
に
頼

ら
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
考

え
は
。

町
長

　原
発
に
頼
ら
な
い
社

会
の
構
築
を
望
ん
で
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
取
り
組

み
・
研
究
が
必
要
と
考
え
る
。

問

　小
学
校
の
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
撤
去
後
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
を
学
習
す
る
観

点
か
ら
も
再
設
置
の
考
え
は
。

教
育
部
長

　現
段
階
は
な
い
。

実
施
の
方
向
で
考
え
る

中学校昼食風景中学校昼食風景
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一 般 質 問一 般 質 問

問 

　
津
波
避
難
ビ
ル
に
簡
易

ト
イ
レ
や
初
期
消
火
ホ
ー
ス

キ
ッ
ト
を
配
備
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長

　簡
易
ト
イ
レ
の

必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

消
防
キ
ッ
ト
も
、
検
討
課
題

と
す
る
。

問

　葉
山
町
内
で
避
難
困
難

地
域
は
存
在
す
る
の
か
。

総
務
部
長

　最
長
500
ｍ
以
内

に
す
べ
て
の
地
域
が
津
波
か

ら
海
抜
20
m
以
上
の
到
達
点

に
避
難
で
き
る
こ
と
か
ら
、

町
内
で
避
難
困
難
地
域
は
存

在
し
な
い
。

問

　防
災
行
政
無
線
の
17
時

の
チ
ャ
イ
ム
が
「
赤
い
河
の

谷
間
」
に
変
更
さ
れ
て
か
ら

聞
き
づ
ら
く
な
い
か
。

総
務
部
長

　到
達
、
不
具
合

等
を
調
整
し
最
終
チ
ェ
ッ
ク

土佐洋子

初
動
時
30
分
単
位
の
行
動
な
ど

見
直
さ
れ
た
防
災
対
策
の
考
え
方
は

町
長

問

　
中
学
校
給
食
拡
大
検
討

委
員
会
の
答
申
は
。

教
育
部
長

　や
る
方
向
だ
。

問

　大
阪
市
は
、
温
か
い
ご

飯
と
冷
た
い
お
か
ず
を
届
け

る
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
を
採
用

し
、
利
用
率
が
10
％
と
低
迷
。

委
員
会
で
小
学
校
校
長
の
話

に
「
食
育
の
観
点
か
ら
も
自

校
式
が
望
ま
し
い
」
と
あ
る
。

中
学
校
の
実
施
の
方
向
性
は
。

教
育
部
長

　委
員
会
内
で
十

分
に
議
論
し
、
葉
山
に
ふ
さ

わ
し
い
中
学
校
給
食
の
方
向

性
を
見
い
出
し
た
。

問

　葉
山
は
元
気
な
高
齢
者

が
多
く
、
そ
の
方
々
に
も
見

え
る
高
齢
者
福
祉
の
施
策
は
。

町
長

　他
自
治
体
の
事
例
も

踏
ま
え
考
え
て
い
る
。

　

問

　町
で
講
演
会
を
行
っ
た

窪田美樹

中
学
校
給
食
拡
大
検
討
委
員
会
の
答
申
は

教
育
部
長

を
し
て
い
く
。

問

　町
は
海
抜
表
示
だ
が
、

県
が
標
高
表
示
を
設
置
し
た
。

統
一
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

総
務
部
長

　取
り
替
え
、
更

新
等
の
と
き
、
県
と
の
協
議

を
進
め
て
い
く
。

問

　消
防
団
の
強
化
で
、
水

防
訓
練
と
は
何
か
。
ま
た
、

行
っ
て
い
る
の
か
。

消
防
長

　津
波
の
備
え
だ
が
、

今
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。

問

　福
祉
文
化
会

館
を
遺
体
収
容
施

設
で
は
な
く
避
難

所
に
指
定
で
き
な

い
の
か
。

総
務
部
長

　風
水

害
災
害
時
等
で
は

自
主
避
難
場
所
と

し
て
指
定
し
て
い

る
の
で
、
全
く
使

え
な
い
と
い
う
状

況
に
は
な
い
。

問

　旧
役
場
跡
地

を
防
災
・
福
祉
の
拠
点
な
ど

の
複
合
施
設
と
し
て
利
用
す

る
べ
き
。

町
長

　町
内
会
館
、
一
時
避

難
場
所
と
し
て
考
え
る
こ
と

は
十
分
可
能
。

問

　聴
覚
や
言
語
に
障
害
の

あ
る
方
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
W
e
b
119
の
利
用
開
始
は

い
つ
か
ら
か
。

消
防
長

　５
月
の
予
定
。

認
知
症
検
診
を
推
奨
し
、
早

期
発
見
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

町
長

　効
果
的
な
も
の
に
取

り
組
む
姿
勢
は
持
っ
て
い
き

た
い
。
可
能
か
情
報
を
得
る
。

問

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
り

に
く
く
、
相
談
し
や
す
い
場

所
に
な
い
。
移
転
の
考
え
は
。

町
長

　施
設
整
備
と
合
わ
せ

て
今
後
の
課
題
だ
。

問

　災
害
時
要

援
護
者
の
登
録

率
が
約
60
％
に

止
ま
っ
て
い
る
。

学
習
会
を
行
う

な
ど
周
知
の
方

法
を
変
え
て
は
。

保
健
福
祉
部
長

　地
域
の
方
に

説
明
い
た
だ
き
、

登
録
・
周
知
を

図
る
。

問

　原
発
に
頼

ら
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
考

え
は
。

町
長

　原
発
に
頼
ら
な
い
社

会
の
構
築
を
望
ん
で
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
取
り
組

み
・
研
究
が
必
要
と
考
え
る
。

問

　小
学
校
の
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
撤
去
後
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
を
学
習
す
る
観

点
か
ら
も
再
設
置
の
考
え
は
。

教
育
部
長

　現
段
階
は
な
い
。

実
施
の
方
向
で
考
え
る

中学校昼食風景中学校昼食風景



　
4
月
1
日
、
満
開
の
桜
の

下
、
入
社
式
、
入
学
式
が
行

わ
れ
、
多
く
の
若
者
た
ち
は

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
日
か
ら
17
年
ぶ
り
に

消
費
税
が
値
上
げ
。
国
民
の

負
担
増
は
消
費
税
だ
け
で
は

な
い
。
介
護
保
険
や
国
民
健

康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

な
ど
保
険
料
ア
ッ
プ
が
の
し

か
か
り
70
歳
〜
74
歳
の
医
療

費
窓
口
負
担
引
き
上
げ
も
段

階
的
に
始
ま
っ
た
。
そ
し
て

年
金
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど

は
削
減
。
同
じ
日
、
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
制
限

す
る
方
針
な
ど
が
打
ち
出
さ

れ
た
「
医
療
・
介
護
の
総
合

法
案
審
議
」
が
始
ま
り
、
健

康
と
老
後
の
安
心
を
保
証
す

る
仕
組
み
は
崩
れ
て
い
く
。

　「
消
費
税
は
社
会
保
障
充

実
の
た
め
」
と
い
う
が
社
会

保
障
は
切
り
下
げ
ら
れ
る
ば

か
り
。
ど
こ
に
い
く
の
か
増

税
分
の
お
金
。
社
会
保
障
の

充
実
は
空
文
句
。
桜
は
散
っ

　
平
成
26
年
１
月
27
日
付
で

東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て

控
訴
人
（
元
再
任
用
職
員
）

が
上
告
の
提
起
し
て
い
た
件

を
審
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た

旨
の
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
３
月
17
日
に
上

告
棄
却
及
び
上
告
受
理
申
し

立
て
が
不
受
理
決
定
さ
れ
た

と
、
訴
訟
代
理
人
か
ら
連
絡

を
受
け
、
勝
訴
が
確
定
し
、

終
結
し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
115
号
3
ペ
ー

ジ
「
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
」
中
、「
◎
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
」、
再
任
さ

れ
た
委
員
の
お
名
前
の
表
記

を
次
の
よ
う
に
訂
正
し
ま

す
。

　（
誤
）
赤
池
　
紀
子
氏

　（
正
）
赤
池
　
典
子
氏

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
1
1
5
号
3

ペ
ー
ジ
「
こ
ん
な
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
」
中
、「
◎
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
」
に
つ
い

て
、
再
任
さ
れ
た
委
員
の
お

名
前
の
表
記
を
次
の
よ
う
に

訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）

赤
池
紀
子（
あ
か
い
け
の
り
こ
）氏

（
正
）

赤
池
典
子（
あ
か
い
け
の
り
こ
）氏

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

24議会だより
平成26年４月26日発行

第116号

て
も
次
に
青
々
と
し
た
葉
が

茂
る
。
若
者
た
ち
も
希
望
が

膨
ら
み
、
潤
う
社
会
保
障
を
。

消
費
税
に
頼
ら
な
い
社
会
保

障
の
充
実
を
望
む
。

　
4
月
15
日
記
　
窪
田
美
樹

表
紙
説
明

町
長
行
政
報
告

人
事
異
動

議会交際費支出状況（平成25年10月～平成26年3月）

種　別
慶弔費
会　費
賞品代

寸志（祝金）
その他
合　計

1
5
1
9
13
29

10,500
30,000
6,900
77,576
76,536
201,512

件　数 金　額（円）
内訳は次のとおりです。（詳しくは議会ホームページをご覧ください）

議会の最新情報は

ホームページを
ご覧ください

平成26年 は

からの予定です。
皆様の傍聴をお待ちしています。

第２回定例会
６月３日（火）

議
長

　
　
　
　金
崎

　ひ
さ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

畑
中
由
喜
子

　荒
井

　直
彦

守
屋

　亘
弘

　田
中

　孝
男

土
佐

　洋
子

　窪
田

　美
樹

新
議
会
事
務
局
長矢嶋  秀明

（前産業振興課長併
農業委員会事務局長）

よろしくお願いします。

新
議
会
事
務
局
長
補
佐

永井　秀子
（前教育委員会

学校教育課課長補佐）
よろしくお願いします。

前
議
会
事
務
局
長山本　孝幸

お世話になりました。
（退職）副町長に就任

前
議
会
事
務
局
主
事

山崎　大輔

お世話になりました。
（新税務課主事）
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お
詫
び
と
訂
正

　
３
月
１
日
に
南
郷
上
ノ
山

公
園
に
て
葉
山
町
春
季
サ
ッ

カ
ー
大
会
（
少
年
）
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
新
６

年
と
新
４
年
の
２
学
年
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
別
の
大
会
で
、
総

勢
200
人
を
超
え
る
子
ど
も
た

ち
が
、
全
力
で
戦
っ
た
。
　

　
今
回
は
長
野
市
、
八
王
子

市
、
川
崎
市
、
横
須
賀
市
、

綾
瀬
市
か
ら
の
10
チ
ー
ム
と

葉
山
ジ
ュ
ニ
ア
・
グ
リ
ー
ン

キ
ッ
カ
ー
ズ
が
学
年
別
に
４

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
参
加
し

た
。
他
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
戦
は
大
変
良
い
経

験
と
な
っ
た
。
招
待
チ
ー
ム

の
中
で
も
今
回
は
、
初
め
て

長
野
県
の
チ
ー
ム
・
昭
和
Ｆ

Ｃ
が
、
総
勢
38
人
で
葉
山
町

内
に
宿
泊
し
、
出
場
し
た
。

大
会
結
果
は
葉
山
町
サ
ッ
カ

ー
協
会
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

http://hayam
a-fa.com


